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そ
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実
施
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め
に
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語
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五
証
拠

Ｈ
序

ロ
ア

ロ
そ

六
若
干

Ｈ
証

口
域

口
実

・
四
日

七
終
わ

四
要
請
書
の
送
付
及
び
転
達

国
要
請
書
の
実
施
及
び
実
施
結
果
の
返
送

㈹
要
請
書
に
対
す
る
異
議
と
実
施
の
拒
否

㈹
要
請
書
実
施
の
費
用

㈹
事
実
審
理
前
の
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
（
開
示
手
続
）
の
実
施
拒
否
（
以
上
、
熊
本
法
学
八
四
号
一
頁
二
九
九
五
年
）
）

四
外
交
官
、
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
の
収
集
（
以
下
、
本
号
。
完
）

日
序

口
外
交
官
又
は
領
事
官
に
よ
る
証
拠
収
集

口
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
収
集

四
実
施
手
続
の
細
則

国
要
請
書
手
続
と
の
関
係

五
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
に
関
す
る
議
論

若
干
の
考
察

終
わ
り
に

証
拠
共
助
に
関
す
る
条
約
と
し
て
の
進
歩
性

域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
不
完
全

実
務
上
生
じ
得
る
種
々
の
問
題
点
及
び
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項

日
本
に
よ
る
批
准
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
現
状

そ
の
他
の
展
開

(熊法87号'96）２



民
訴
条
約
に
お
い
て
は
、
外
交
官
又
は
領
事
官
に
よ
る
受
託
事
項
の
直
接
実
施
を
定
め
る
三
条
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
寧
本
条
約
作

』
成
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
外
交
官
及
び
領
事
官
の
証
拠
収
集
に
関
す
る
権
限
の
拡
大
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
概
念
で
あ
る
コ
ミ
ッ

一
元・
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
収
集
の
大
陸
法
国
へ
の
紹
介
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
条
文
の
整
備
、
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

作
両
）

て
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
証
拠
を
必
要
と
し
て
い
る
国
の
法
律
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、
証
人
と
同
じ
言
語
を
話
せ
る
こ
と
が
多
い
の

非
で
、
こ
の
証
拠
収
集
方
法
は
簡
便
で
費
用
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
、
と
一
一
一
口
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
証
拠
収
集
は
あ
く
ま

に
で
自
発
的
な
証
人
な
い
し
は
証
拠
の
所
持
人
か
ら
の
も
の
に
限
ら
れ
、
強
制
力
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
の
が
大
原
則
で
あ
る
。
第
二
章

瀞柵轍郷螺麟》雛》賊辮鮴眺剛洲Ⅶ鰯鮠Ⅶ》『繍沸漸俶川臓柵
一ハ
に
第
二
章
の
全
部
又
は
一
部
の
適
用
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
一
一
一
条
一
項
掴
ま
た
、
証
拠
収
集
の
実
施
条
件
に
つ
い
て
様
々

収
集
」
を
定
め
る
。

要
請
書
に
よ
る
外
国
へ
の
嘱
託
に
続
い
て
、
本
条
約
は
第
二
章
に
お
い
て
「
外
交
官
、
領
事
官
及
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
拠
の

四
外
交
官
、
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
の
収
集

Ｈ
序

３（熊法87号'96）



説
選
択
肢
が
萱
一
一
一
一
口
と
い
う
形
で
第
二
章
中
に
定
め
ら
れ
て
い
率
さ
ら
に
、
実
施
地
国
は
、
許
可
を
与
え
る
度

適
当
な
条
件
を
裁

量
的
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
条
）
。
締
約
国
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
活
用
に
よ
り
、
自
国
の
主
権
概
念
に
適
合
し
た
司
法
共
助
を

論
他
の
締
約
国
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
緬
鈩

②
接
受
国
又
は
第
三
国
の
国
民
を
対
象
と
す
る
証
拠
収
集

他
方
、
接
受
国
又
は
第
三
国
の
国
民
に
対
し
て
は
先
述
の
よ
う
な
理
由
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
好
ま
し
く
な
い
圧
力
を
外
交
官
や
領
事

官
が
か
け
、
裁
判
に
お
い
て
派
遣
国
（
多
く
の
場
合
、
自
国
）
の
国
民
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
証
拠
の
収
集
に
不
当
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
か

大
ま
か
に
言
う
と
、
締
約
国
の
外
交
官
又
は
領
事
官
は
、
民
事
又
は
商
事
に
関
し
て
、
他
の
締
約
国
内
で
あ
っ
て
自
己
が
職
務
を
行
う

〈
皿
）

（
脳
）

管
轄
区
域
に
お
い
て
、
派
遣
国
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
裁
判
手
続
の
た
め
に
、
接
受
国
が
定
め
る
条
件
の
下
で
証
拠
の
収
集
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
一
五
条
及
び
一
六
条
参
趣
・
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
要
請
書
に
よ
る
場
合
と
異
な
り
、
「
証
拠
の
収
集
」
が
で
き

（
〃
）

る
の
み
で
「
そ
の
他
の
裁
判
上
の
行
為
」
は
行
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

⑩
派
遣
国
国
民
を
対
象
と
す
る
証
拠
収
集

（
剛
）

外
交
官
又
は
領
事
官
が
自
己
の
派
遣
国
の
国
民
か
ら
証
拠
を
収
集
を
す
る
場
〈
ロ
、
原
則
と
し
て
実
施
地
国
す
な
わ
ち
接
受
国
の
許
可
は

必
要
な
い
（
一
五
条
一
項
）
。
接
受
国
が
本
条
二
項
の
宣
言
を
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
接
受
国
に
よ
る
事
前
の
許
可
が
必
要
と
な
る
（
同

一
一
項
）
。
証
拠
収
集
を
認
め
る
の
が
原
則
で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
、
外
交
官
又
は
領
事
官
は
派
遣
国
国
民
の
利
益
を
代
表
し
保
護
す
る
公

的
義
務
が
あ
る
の
で
証
拠
収
集
の
際
に
派
遣
国
国
民
に
対
し
て
公
正
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
接
受
国
が
こ
と
さ
ら
に
監
督
す
る
必
要
は

（
剛
）

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

②
接
受
国
又
は
第
三
国
（

口
外
交
官
又
は
領
事
官
に
よ
る
証
拠
収
集
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ハーグ証拠収集条約について（下．完）

コ
モ
ン
ロ
ー
国
で
は
伝
統
的
に
、
外
国
に
お
け
る
証
拠
の
収
集
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
訴
訟
の
係
属
す
る
裁
判
所
が
何
者
か
を
公
的

資
格
者
と
し
て
任
命
し
て
そ
れ
を
行
わ
せ
る
。
機
能
的
に
は
外
交
官
又
は
領
事
官
に
よ
る
証
拠
収
集
と
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
の
場
合
に
は
、
よ
り
小
回
り
が
利
く
。
例
え
ば
戸
最
も
近
い
領
事
館
か
ら
五
百
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
土
地
に
住
む

証
人
の
供
述
を
と
る
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
領
事
に
そ
こ
へ
訪
ね
さ
せ
た
り
証
人
を
領
事
館
に
呼
び
出
し
た
り
せ
ず
、
最
寄
の
町
に
事
務
所
を（
皿
）

構
え
る
弁
護
士
な
ど
の
適
当
な
人
物
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
と
し
て
指
名
し
て
、
供
述
の
録
取
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
条
約
に
お
い
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
と
し
て
適
法
に
指
名
さ
れ
た
者
は
、
民
事
又
は
商
事
に
関
し
て
、
締
約
国
の
領
域
内

に
お
い
て
、
こ
の
国
が
許
可
を
与
え
た
場
合
に
限
り
、
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
裁
判
手
続
の
た
め
に
証
拠
の
収
集
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
（
一
七
条
一
項
）
。
原
則
と
し
て
、
実
施
地
国
の
事
前
の
許
可
が
要
る
。
た
だ
し
、
実
施
地
国
が
事
前
の
許
可
を
不
要
と

す
る
旨
の
宣
言
を
し
て
い
る
場
合
、
例
外
的
に
許
可
は
不
要
で
あ
る
（
一
七
条
二
項
）
。
こ
の
原
則
・
例
外
の
形
は
、
外
交
官
又
は
領
事
官

が
接
受
国
又
は
第
三
国
の
国
民
を
対
象
と
し
て
証
拠
収
集
を
す
る
場
合
（
一
六
条
）
と
同
じ
で
あ
る
。
「
そ
の
他
の
裁
判
上
の
行
為
」
を
行

え
な
い
こ
と
は
、
外
交
官
又
は
領
事
官
の
場
合
と
同
様
で
あ
緬

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
接
受
国
又
は
第
三
国
の
国
民
を
対
象
と
す
る
証
拠
収
集
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
接
受
国
に

よ
る
事
前
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
一
六
条
一
項
）
。
こ
れ
に
よ
り
接
受
国
は
、
証
拠
収
集
の
実
施
に
関
し
て
十
分
な
監
督
を
行
え

（
伽
）

る
よ
う
に
な
る
ｐ
た
だ
し
接
受
国
は
事
前
の
許
可
を
不
要
と
す
る
】
曰
の
宣
一
一
一
一
口
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
六
条
二
項
）
。

口
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
収
集

５（熊法87号'96）



説論

③
実
施
地
国
当
局
へ
の
事
前
通
告
と
そ
の
立
会
い

実
施
地
国
の
管
轄
当
局
は
証
拠
収
集
の
曰
時
及
び
場
所
の
事
前
通
告
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
認
め
ら
れ
る
（
一
九
条
二
文
及
び
三
文
）
。
立
ち
会
っ
た
代
表
者
は
、
証
拠
収
集
の
現
場
に
お
い
て
、

（
噸
）

人
に
対
す
る
不
適
法
な
質
問
等
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

の
征
処
反
襄
手
売
Ｄ
隼
処
去

派
遣
国
な
い
し
は
裁
判
係
属
国
か
ら
証
拠
収
集
の
依
頼
を
受
け
た
外
交
官
、
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
が
証
拠
収
集

の
際
に
従
う
べ
き
実
施
手
続
に
つ
い
て
、
一
八
条
な
い
し
一
二
条
が
定
め
る
。

⑩
証
拠
収
集
の
対
象
者
に
出
頭
又
は
証
拠
提
出
を
求
め
る
書
面
の
必
要
的
記
載
事
項
と
作
成
言
語

証
拠
収
集
の
対
象
者
に
出
頭
又
は
証
拠
提
出
を
求
め
る
書
面
に
は
、
ま
ず
、
代
理
人
を
依
頼
で
き
る
こ
と
（
一
一
○
条
参
照
）
、
そ
し
て
、

（
剛
）

強
制
方
法
の
援
助
が
実
施
地
国
に
よ
り
与
え
ら
れ
な
い
場
〈
ロ
に
は
こ
の
者
は
出
頭
又
は
証
拠
提
出
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
、
が
記
載
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
（
一
一
一
条
Ｃ
）
。
そ
し
て
、
証
拠
収
集
の
対
象
者
が
裁
判
係
属
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
実
施
地
国
の
一
一
一
一
塁
叩
で
作
成

さ
れ
る
か
〔
そ
の
言
語
へ
の
翻
訳
文
が
付
け
ら
れ
る
（
一
二
条
ｂ
）
。

②
関
係
当
事
者
の
代
理
人
選
任
権

（
剛
）

証
拠
収
集
に
際
し
て
、
訴
訟
当
事
者
や
証
人
等
の
関
係
当
事
者
は
弁
護
士
等
の
代
理
人
を
選
任
し
、
こ
れ
と
辻
〈
に
証
拠
収
集
に
臨
む
こ

②
関
係
当
事
者
の
少

証
拠
収
集
に
際
し
て
、

と
が
で
き
る
（
二
○
条
）
。

〃
■
■
■
・
Ｉ
、
二
二
Ｐ
Ｐ
Ｏ
『
Ⅱ
円
Ⅱ
■
■
日
日
Ｐ
Ｊ
ｎ
Ｉ
・
二
・
・
』
Ⅱ
ロ
ゴ
■
口
、
『
ｄ
Ｉ
ｑ
ｑ
、
ロ
ー
ロ
ー
ヨ
ー
凶
Ⅵ
ｄ
Ｑ
『
Ｊ
『
Ｉ

要
請
書
に
よ
る
一
証
拠
収
集
の
嘱
託
の
場
合
と
異
な
り
、
外
交
官
等
が
実
施
す
る
証
拠
収
集
に
適
用
さ
れ
る
原
則
的
な
法
律
は
、
裁
判
係

証
拠
収
集
手
続
の
準
拠
法

四
実
施
手
続
の
細
則

こ
の
場
合
そ
の
代
表
者
の
立
会
い
が

自
国
の
主
権
又
は
安
全
の
侵
害
や
証

(熊法87号'96）６



詞
．
．
’
ｊ
‐
と
ノ
ー
’
１
Ｊ
４
．

ｍ
⑤
強
制
力
の
行
使

く
国
家
機
関
は
、
他
国

て丞
法

緋
い
う
の
が
一
般
で
あ
る

』繩）呵一鮴肌一トー牌一一川郷一
蹴
外
交
官
・
領
事
官
又

乍
施
地
国
が
一
八
条
一
項

国
家
機
関
は
、
他
国
の
領
域
内
に
お
い
て
は
、
当
該
他
国
の
同
意
な
い
し
許
可
が
な
い
限
り
、
強
制
力
を
行
使
で
き
な
い
の
が
、
国
際

法
上
の
原
則
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
領
事
官
等
は
証
拠
の
収
集
に
あ
た
っ
て
強
制
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

い
う
の
が
一
般
で
あ
る
。
本
条
約
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
原
則
・
建
前
を
維
持
し
つ
つ
も
、
外
交
官
・
領
事
官
又

は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
一
定
の
場
合
に
実
施
地
国
に
対
し
て
、
強
制
力
供
与
の
協
力
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
定
め
る
（
一
八

条
）
。
強
制
力
に
つ
い
て
条
文
化
し
て
い
る
点
で
、
注
目
に
値
す
る
。

外
交
官
・
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
拠
収
集
に
つ
い
て
実
施
地
国
の
強
制
力
供
与
の
協
力
が
あ
り
得
る
た
め
に
は
、
実

（
即
）

施
地
国
が
一
八
条
一
項
に
基
づ
き
、
か
か
る
旨
の
宣
一
一
一
戸
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
領
事
等
は
実
施
地
国
の
管
轄
当

な
お
二
一
条
ａ
は
、
実
施
地
国
法
と
相
容
れ
な
い
か
、
又
は
、
許
可
の
際
に
実
施
地
国
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
反
す
る
場
合
を
除
い

て
、
外
交
官
・
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
対
し
て
、
証
人
に
宣
誓
又
は
確
約
を
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。

実
施
地
国
法
と
相
容
れ
な
い
場
合
の
例
と
し
て
は
、
実
施
地
国
法
上
、
宣
誓
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
裁
判
官
又
は
公
証
人
の
み

（
棚
）

で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。

属
地
法
、
す
な
わ
ち
法
廷
地
法
で
あ
る
（
一
二
条
ａ
及
び
ｄ
参
照
）
。
こ
れ
が
外
交
官
・
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
拠
収
集

の
最
も
大
き
な
利
点
で
あ
り
、
法
廷
地
国
の
裁
判
で
許
容
さ
れ
得
る
証
拠
を
最
大
限
、
収
集
で
き
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

（
剛
）

こ
の
原
則
は
、
実
施
地
国
の
司
法
権
な
い
し
公
序
へ
の
配
慮
か
ら
、
次
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
る
。

ま
ず
、
実
施
地
国
法
と
相
容
れ
な
い
種
類
の
証
拠
、
又
は
、
許
可
の
際
に
実
施
地
国
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
反
す
る
証
拠
の
収
集
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
一
一
条
（
型
。
ま
た
、
証
拠
収
集
の
具
体
的
な
実
施
方
法
な
い
し
手
続
は
、
実
施
地
国
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
一
一
条
（
型
。
ま

て
い
な
い
も
の
に
限
ら
れ
る
（
三
条
廻
・

７（熊法87号'96）
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局
に
対
し
て
強
制
方
法
に
関
す
る
適
当
な
協
力
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
重
要
な
の
は
、
’
八
条
は
か
か
る
協
力
の
申
請

（
Ⅲ
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
の
み
で
、
実
施
地
国
に
対
し
て
強
制
力
供
与
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

実
施
地
国
は
本
条
の
申
請
を
認
め
な
い
こ
と
も
で
き
る
し
、
申
請
の
受
容
に
際
し
て
条
件
（
宣
言
中
に
あ
ら
か
じ
め
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の

（
一
八
条
一
項
二
文
）
と
強
制
力
供
与
の
許
可
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
も
の
（
一
九
条
一
文
）
と
が
あ
る
）
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

強
制
力
に
よ
る
援
助
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
強
制
方
法
は
、
実
施
地
国
法
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
許
可
に
際
し
て
付

さ
れ
る
条
件
に
従
っ
た
適
当
な
も
の
で
あ
る
（
一
八
条
一
蕊
。
こ
こ
で
も
、
実
施
地
国
の
付
与
す
る
条
件
が
重
要
で
あ
る
。

⑥
証
拠
提
出
の
拒
絶
特
権
又
は
拒
否
義
務

証
人
等
は
、
要
請
書
の
場
合
（
一
一
条
）
と
同
じ
も
の
を
援
用
で
き
る
（
二
一
条
ｅ
）
。

ｎ
実
施
地
国
の
付
す
条
件
の
遵
守

実
施
地
国
は
前
述
の
一
五
条
か
ら
一
七
条
に
あ
る
許
可
を
与
え
る
に
あ
た
り
、
ま
た
、
一
八
条
の
強
制
力
供
与
の
申
請
を
認
め
る
に
あ

た
り
、
相
当
と
考
え
る
条
件
を
裁
量
的
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
二
九
条
）
。
証
拠
収
集
を
行
う
者
は
こ
の
条
件
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
（
一
六
条
一
項
ｂ
、
一
七
条
一
項
ｂ
参
照
）
。
条
件
と
し
て
は
、
一
九
条
に
例
示
さ
れ
て
い
る
証
拠
収
集
の
曰
時
及
び
場
所
の
指
定
の
ほ

か
、
尋
問
事
項
の
範
囲
な
い
し
対
象
や
提
出
さ
れ
る
べ
き
文
書
そ
の
他
の
物
体
の
限
定
、
当
事
者
や
証
人
等
以
外
に
証
拠
の
収
集
に
立
ち

（

会
え
る
者
の
範
囲
の
制
限
等
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
条
件
は
本
条
約
の
規
定
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
二
○
条
の

関
係
人
の
代
理
人
選
任
権
を
否
定
す
る
こ
と
や
、
実
施
地
国
の
法
律
中
に
は
何
ら
当
該
証
拠
収
集
方
法
を
禁
止
す
る
規
定
が
な
い
の
に

（
剛
）

（
一
二
条
ｄ
参
照
）
そ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
条
約
の
規
定
が
特
に
条
件
付
与
を
認
め
て
い
な
い
趣
旨
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑧
贄
用

Ｉ

領
事
官
・
外
交
官
や
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
拠
収
集
の
実
施
は
、
原
則
と
し
て
実
施
地
国
の
裁
判
官
等
の
人
員
の
関
与
を
必
要
と

(熊法87号'96）８
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二
一
一
条
は
、
第
二
章
に
よ
る
証
拠
収
集
を
ま
ず
試
み
て
み
た
け
れ
ど
も
、
証
拠
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
者
が
任
意
に
応
じ
ず
、
か

つ
、
実
施
地
国
の
強
制
力
供
与
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
そ
も
そ
も
一
八
条
の
宣
一
一
一
一
百
を
し
て
い
な
い
か
、
宣
言
を
し
て
い
て
も
許
可
を
出
さ

な
か
っ
た
）
た
め
に
、
証
拠
が
収
集
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
係
属
国
は
同
一
の
証
拠
収
集
を
後
日
、
要
請
書
に
よ
っ
て

嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
定
め
る
。
つ
ま
り
、
本
条
は
、
第
二
章
に
よ
る
証
拠
収
集
の
失
敗
は
要
請
書
の
実
施
拒
否
事
由
と
な
り
得

な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
注
意
規
定
で
あ
っ
て
、
要
請
書
の
実
施
拒
否
は
、
あ
く
ま
で
、
一
二
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
率

し
な
い
の
で
、
実
施
地
国
に
費
用
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
九
条
に
基
づ
き
強
制
力
行
使
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
実
施
地
国

が
証
人
に
呼
出
状
を
送
達
し
た
り
、
そ
の
他
の
必
要
な
手
続
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の
償
還
を
裁
判
係
属
国
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
条
約
は
特
に
条
文
を
設
け
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
強
制
力
行
使

の
申
請
を
認
め
る
に
あ
た
り
、
実
施
地
国
は
相
当
と
考
え
る
条
件
を
裁
量
的
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
（
一
八
条
参
照
）
。
条
約
の
運
用
上
、

（
蝿
〉

こ
の
種
の
費
用
の
問
題
は
、
実
施
地
国
が
つ
け
る
強
制
力
供
与
の
条
件
と
し
て
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

》正面
）
外
交
官
又
は
領
事
官
に
よ
る
証
拠
の
収
集
は
、
民
訴
条
約
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
領
事
条
約
で
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
わ
が
国
に
関
し
て

は
、
一
九
六
四
年
の
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
領
事
条
約
」
百
米
領
事
条
約
）
一
七
条
一
項
ｅ
や
、
一
九
六
五
年
の
「
日
本

国
と
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
の
領
事
条
約
」
（
日
英
領
事
条
約
）
一
一
五
条
に
お
い
て
、
自
発
的
な

証
言
の
録
取
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
干
の
国
（
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
は
自
国
の
領
事
官
に
こ
の
よ
う
な
権
限
を

⑤
要
請
書
手
続
と
の
関
係

９（熊法87号'96）
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認
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
悪
、
軍
ｓ
＆
Ｔ
Ｃ
Ｑ
言
へ
』
ざ
．
、
②
這
冒
菖
昌
］
９
届
、
‐
』
患
・

（
Ⅲ
）
前
述
二
（
二
）
参
照
。

（
伽
）
円
漂
閉
忽
円
員
ｇ
ミ
ミ
量
冨
閃
恩
・
息
の
唇
冒
ロ
・
庁
の
屡
霊
‐
霊
。
な
お
、
わ
が
国
の
実
務
で
は
、
迅
速
性
、
確
実
性
、
負
担
の
軽
微
と
い

う
観
点
か
ら
、
領
事
証
拠
調
べ
が
可
能
な
と
き
は
ま
ず
こ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
民
事
局

監
修
『
民
事
事
件
に
関
す
る
国
際
司
法
共
助
手
続
の
手
引
（
新
版
）
』
一
五
二
頁
（
法
曹
会
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
皿
）
三
一
一
一
条
一
項
の
留
保
が
で
き
る
の
は
、
署
名
、
批
准
ま
た
は
加
入
の
と
き
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
章
に
つ
い
て
留

保
を
し
て
い
る
国
は
ヘ
デ
ン
マ
ー
ク
（
一
七
条
）
、
メ
キ
シ
コ
（
一
七
条
）
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
一
七
条
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
一
六
～
一
八
条
）
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
全
部
）
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
全
部
）
で
あ
る
。
留
保
を
付
し
た
国
に
対
し
て
は
、
そ
の
留
保
さ
れ
た
の
と
同
一
の
範
囲
で
、

相
互
主
義
的
に
、
第
二
章
上
の
諸
手
段
に
よ
る
証
拠
収
集
の
依
頼
を
受
け
た
締
約
国
は
、
た
と
え
三
三
条
一
項
に
よ
り
一
七
条
の
留
保
を
し
て

い
な
く
て
も
、
こ
の
依
頼
を
拒
否
で
き
る
。

（
皿
）
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
等
の
五
ケ
国
が
宣
言
の
中
で
一
般
的
な
条
件
を
定
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
を
参
考
ま
で

に
要
約
し
て
み
る
。
ま
ず
自
国
民
又
は
第
三
国
国
民
か
ら
の
証
拠
収
集
に
関
す
る
一
六
条
に
つ
い
て
は
、
証
拠
収
集
の
許
可
は
、
申
請
ご
と
に

個
別
に
付
さ
れ
る
条
件
の
ほ
か
、
以
下
の
一
般
的
な
条
件
に
従
う
こ
と
を
前
提
に
与
え
ら
れ
る
。

②
司
法
省
国
際
司
法
共
助
民
事
部
の
代
表
が
立
ち
会
え
る
よ
う
、
前
も
っ
て
日
時
を
知
ら
せ
る
。

③
証
拠
は
公
開
の
場
に
お
い
て
収
集
す
る
。

④
呼
出
状
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
作
成
さ
れ
る
か
又
は
そ
れ
へ
の
翻
訳
を
つ
け
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
。

ａ
証
拠
収
集
は
ハ
ー
グ
条
約
の
規
定
に
従
い
、
か
つ
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
手
続
に
関
係
す
る
こ
と
。

ｂ
出
頭
は
任
意
で
あ
り
、
出
頭
の
拒
否
は
法
廷
地
国
に
お
い
て
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
。

ｃ
裁
判
の
当
事
者
が
同
意
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨
、
同
意
し
て
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
理
由
。

ｄ
代
理
人
を
選
任
で
き
る
こ
と
。

①
大
使
館
又
は
領
事
館
で
実
施
す
る
。
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面
）
わ
が
国
は
か
っ
て
、
「
外
国
領
事
官
が
日
本
国
に
お
い
て
当
該
領
事
官
の
本
国
国
民
に
対
し
任
意
の
供
述
に
基
く
証
拠
調
を
行
う
こ
と
は
、

相
互
主
義
を
条
件
と
し
て
認
め
て
差
し
支
え
な
い
が
、
日
本
国
民
及
び
第
三
国
国
民
に
対
し
証
拠
調
を
行
う
こ
と
は
認
む
く
き
で
な
い
と
考
え

る
。
」
と
い
う
通
達
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
（
昭
和
二
八
年
二
九
五
三
年
）
九
月
一
日
条
三
第
七
五
八
号
法
務
事
務
次
官
あ
て
外
務
事
務
次

官
照
会
同
年
同
月
二
二
日
法
務
省
民
事
甲
第
一
七
一
一
一
一
号
外
務
事
務
次
官
あ
て
法
務
事
務
次
官
回
答
）
。
こ
の
方
針
が
な
お
も
継
続
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。

（
皿
）
派
遣
国
以
外
の
国
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
裁
判
手
続
の
た
め
に
は
、
領
事
官
又
は
外
交
官
は
証
拠
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
か

っ
て
ド
イ
ツ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
自
国
民
の
証
人
尋
問
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
嘱
託
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
と
き
、
自
国
領
事
官
は
ド

イ
ツ
に
係
属
す
る
裁
判
手
続
の
た
め
に
し
か
証
人
尋
問
を
行
え
な
い
の
が
国
際
法
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の
嘱
託
の
実
施
を
拒
否

し
て
い
る
。
溥
。
（
爵
１
（
電
冒
亘
さ
・
仇
の
唇
ミ
ロ
・
肩
］
、
》
旨
⑦
‐
］
国
『
・

（
脇
）
要
請
書
に
つ
い
て
定
め
る
一
条
二
項
と
は
異
な
り
、
一
五
条
及
び
一
六
条
に
は
「
将
来
の
」
裁
判
手
続
の
た
め
の
証
拠
収
集
に
は
言
及
が
な

い
。
条
約
の
作
成
過
程
を
見
て
み
る
と
、
ど
う
も
「
係
属
し
て
い
る
」
と
い
う
部
分
に
は
重
点
が
な
く
、
「
派
遣
国
」
の
「
裁
判
手
続
」
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
注
遍
）
参
照
。
こ
の
点
で
、
本
案
訴
訟
提
起
前
の
証
拠
保
全
を
外
交
官
又
は
領

事
官
が
行
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
積
極
に
解
す
る
余
地
は
あ
り
得
る
。
買
届
『

（
Ⅷ
）
「
民
事
又
は
商
事
」
「
証
拠
の
収
集
」
「
係
属
し
て
い
る
」
「
外
国
に
お
け
る
」
の
各
概
念
に
関
し
て
は
、
前
述
三
口
参
照
。

②
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
豈

を
司
法
省
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
国
は
か
っ
て
、
「
外
国
領
富

ｅ
証
拠
提
出
拒
絶
特
権
を
援
用
で
き
る
こ
と
。

＊
写
し
を
一
部
、
国
際
司
法
共
助
民
事
部
に
送
付
す
る
。

⑤
何
か
不
都
合
が
生
じ
た
ら
国
際
司
法
共
助
民
事
部
に
知
ら
せ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
の
一
七
条
に
つ
い
て
は
、
一
六
条
と
同
じ
も
の
に
加
え
て
さ
ら
に
、

①
要
請
書
で
な
く
こ
の
証
拠
収
集
方
法
を
選
択
し
た
理
由

②
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
が
フ
ラ
ン
ス
の
居
住
民
で
な
い
場
合
、
そ
の
指
名
の
基
準
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説
（
辺
作
成
過
程
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
他
の
裁
判
上
の
行
為
」
も
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
証
拠
の
収
集
は
別
に
し
て
、

そ
の
他
の
裁
判
上
の
行
為
を
行
う
こ
と
（
と
り
わ
け
自
発
的
に
証
拠
収
集
に
協
力
し
な
い
証
人
に
対
し
て
強
制
力
を
用
い
る
こ
と
）
は
外
交
官

論
及
び
領
事
官
の
権
限
を
越
え
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
拒
否
さ
れ
た
。
粋
の
軍
ｓ
唇
‐
烏
冤
冒
ご
ぎ
・
卯
の
愚
冒
魯
・
行
田
》
旨
切
・
国
際
法
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
と
り
わ
け
領
事
官
は
接
受
国
と
の
間
の
取
極
め
や
そ
の
同
意
が
あ
れ
ば
証
拠
の
収
集
を
行
え
る
こ
と
が
多
く
の
国
で
認
め
ら
れ

て
い
た
が
（
一
九
六
三
年
の
領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
五
条
の
参
照
）
、
そ
の
他
の
裁
判
上
の
行
為
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
一
般

的
な
国
家
実
行
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

面
）
証
人
が
派
遣
国
と
接
受
国
（
実
施
地
国
）
の
双
方
の
国
籍
を
有
す
る
重
国
籍
者
、
あ
る
い
は
、
派
遣
国
と
第
三
国
の
重
国
籍
者
の
場
合
、
適

用
さ
れ
る
規
則
は
こ
の
一
五
条
か
次
の
一
六
条
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
規
定
（
前
者
に
関
し
て
は
一
六

条
が
、
後
者
に
関
し
て
は
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
）
が
条
約
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
作
成
過
程
で
出
さ

れ
た
が
、
僅
差
で
拒
否
さ
れ
た
。
ｍ
ｓ
（
鱒
‐
ご
亀
冒
（
』
寺
・
典
の
愚
冒
ロ
・
庁
の
国
旨
『
‐
旨
⑭
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
拒
否
の
理
由
は
、
外
交
及

び
領
事
職
務
の
遂
行
の
際
に
お
け
る
重
国
籍
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
証
拠
の
収
集
に
関
し
て
の
み
で
な
く
一
般
的
に
問
題
が
生
じ
る
の

で
、
本
条
約
で
こ
の
点
に
つ
い
て
規
定
を
お
け
ば
、
他
の
二
国
間
又
は
多
国
間
条
約
と
の
間
で
抵
触
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
存
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（
一
九
六
三
年
の
領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
に
こ
の
点
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
。
戸

』
胃
こ
の
時
の
議
論
か
ら
は
む
し
ろ
、
拒
否
さ
れ
た
提
案
に
沿
っ
た
問
題
の
解
決
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
の
確
認
め
い
た
も
の
す
ら
見
て
取
れ

る
。
辱
員
な
お
、
報
告
書
で
は
、
派
遣
国
と
接
受
国
（
実
施
地
国
）
の
重
国
籍
者
に
関
し
て
、
一
五
条
と
一
六
条
の
い
ず
れ
か
に
従
う
か
は

接
受
国
（
実
施
地
国
）
が
決
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
岡
葱
冒
§
ど
こ
宛
ｇ
・
具
吻
魯
自
己
・
厨
国
巴
①
。

（
剛
）
円
望
餡
忽
の
冒
（
Ｑ
冨
蒼
爵
ご
曽
記
８
．
輿
の
愚
ミ
ロ
・
〔
の
屡
塁
・

（
型
昼
置
・

（
Ⅲ
）
貸
畠
‐
＄
・

（
伽
）
「
係
属
し
て
い
る
」
と
絡
む
本
案
訴
訟
提
起
前
の
証
拠
保
全
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
脳
）
を
参
照
。

（
川
）
二
一
条
ｃ
に
は
、
’
八
条
の
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
二
国
間
条
約
や
実
施
地
国
法
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ハーグ証拠収集条約について（下．完）

（
剛
）
毎
員

（
恥
）
貢
屡
ｑ
特
別
委
員
会
草
案
一
七
条
ｄ
は
、
現
一
一
一
条
一
項
ｂ
（
実
施
地
国
の
主
権
又
は
安
全
の
保
障
）
を
準
用
す
る
旨
を
定
め
て
い
た
が
、

二
一
条
ａ
が
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
準
用
は
不
必
要
と
さ
れ
た
。
写
員

（
Ⅳ
）
戸
曽
Ａ
『
屋
閃
忽
、
（
量
ｇ
言
言
営
薑
記
８
三
②
唇
ミ
ロ
・
庁
の
］
←
》
ヨ

（
伽
）
室
田
智
Ｒ
量
Ｓ
ミ
ミ
冨
薑
門
８
．
鼠
の
曇
ミ
ロ
・
庁
の
崖
》
雷
・

（
瑚
）
貢
冨
誉
昌
Ｐ
国
菖
§
ど
こ
記
呂
員
の
魯
冒
ロ
・
庁
の
届
》
罠
・

面
）
一
八
条
一
項
の
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
実
施
地
国
の
国
内
法
や
二
国
間
条
約
等
の
強
制
力
供
与
の
協
力
が
定
め
ら
れ
て
い
る
な
ら

ば
（
一
一
七
条
及
び
二
八
条
参
照
）
、
外
交
官
・
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
協
力
を
求
め
て
実
施
地
国
に
申
請
可
能
で
あ
る
。
三
田
智
、
‐
・

畳
『
Ｑ
薑
冒
爵
言
顛
営
具
②
愚
ミ
ロ
・
肩
屡
雲

（
Ⅲ
）
崗
暮
冒
冒
ご
道
閃
８
．
鼻
②
這
冒
目
・
汀
国
国
邑
・

（
岨
）
写
黄

に
も
強
制
力
供
与
の
協
力
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
岡
懲
冒
曽
ご
道
冗
８
．
風
的
愚
冒
目
・
肩
国
皀
ト
ー
巴
、
。

（
剛
）
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
証
拠
収
集
の
対
象
者
（
当
事
者
も
含
む
）
の
使
用
者
や
保
険
会
社
な
ど
も
、
一
定
の
場
合
に
は
、
代
理
人
を
選
任
で
き

る
「
関
係
者
」
に
あ
た
り
う
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
員
巴
心
。

（
剛
）

（
班
）

（
岨
）
写
員

（
剛
）
毎
箕嵐気

ロ
得
得

国
］
、
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ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
国
が

わ
ら
麺
ア
メ
リ
カ
の
下
級
裁
判
所
判
例
は
、
主

と
し
て
裁
判
所
の
対
人
管
轄
権
に
服
す
る
訴
訟
当
事
者
が
外
国
で
所
持
す
る
証
拠
の
収
集
に
関
し
て
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
排
他
性
を
否
定
し

続
け
た
Ｃ
つ
ま
り
、
た
と
え
証
拠
が
外
国
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
合
衆
国
の
裁
判
所
の
対
人
管
扁
轄
権
の
及
ぶ
訴
訟
当
事

者
の
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
証
拠
収
集
条
約
は
必
ず
し
も
適
用
さ
れ
ず
、
合
衆
国
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
又
は
州
法
上
の
デ
イ

・
排
他
性
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
八
○
年
代
の
初
め
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
・
連
邦
の
下
級
裁
判
所
の
判
例
を
出
発
点
と
す

る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
判
例
が
数
多
く
蓄
積
し
軍
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
お
び
た
だ
し
い
数
の

論
文
が
公
表
さ
れ
た
。
ハ
ー
グ
会
議
に
お
い
て
は
、
一
九
八
五
年
の
運
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
新
し
い
問
題
点
と
し
て
自
覚
さ
れ

ろ
。
こ
の
問
題
は
、

要
な
問
題
で
あ
る
。

外
国
に
お
け
る
証
拠
の
収
集
の
た
め
に
は
、
常
に
証
拠
収
集
条
約
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
言
い
換
え
る
と
、
証
拠
収
集

条
約
の
定
め
る
諸
手
段
は
、
外
国
に
お
け
る
証
拠
の
収
集
に
関
し
て
、
証
拠
を
必
要
と
す
る
締
約
国
の
国
内
手
続
法
の
定
め
る
域
外
的
証

拠
収
集
の
諸
手
段
を
排
斥
し
て
、
必
ず
利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
な
の
か
。
こ
れ
が
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
の
問
題
で
あ

る
。
こ
の
問
題
は
、
一
条
の
「
民
事
又
は
商
事
」
の
問
題
と
並
ん
で
、
本
条
約
の
解
釈
問
題
と
し
て
最
も
意
見
対
立
が
激
し
く
、
か
つ
重

（
期
）

ろ
に
至
っ
た
。 五
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
に
関
す
る
議
論

Ｈ
序
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う
2）に

、

こ
の
よ
う
な
下
級
審
判
例
が
数
多
く
出
さ
れ
る
中
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
反
論
を
招
く
状
況
下
に
あ
っ
て
、
つ
い
に
一
九
八
七
年
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
こ
の
排
他
性
の
問
題
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
で

〈
側
）

あ
る
・
最
高
裁
は
、
証
拠
収
集
条
約
の
文
言
や
作
成
経
緯
を
検
一
撚
幽
結
論
と
し
て
、
〈
ロ
衆
国
の
裁
判
管
轄
に
服
す
る
訴
訟
当
事
者
か
ら

の
証
拠
収
集
に
関
し
て
全
員
一
致
で
排
他
性
を
否
定
し
た
。
た
だ
、
連
邦
民
訴
規
則
と
証
拠
収
集
条
約
の
双
方
の
適
用
が
で
き
る
と
し
て
、

国
際
礼
譲
の
観
点
か
ら
は
、
や
は
り
国
内
法
に
先
立
っ
て
条
約
に
定
め
ら
れ
た
諸
手
段
が
ま
ず
最
初
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
次

段
階
の
問
題
点
に
関
し
て
、
最
高
裁
の
多
数
意
見
は
こ
の
条
約
の
優
先
性
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
国
内
法
と
条
約
の
ど
ち
ら
を
用
い
る
か

は
、
個
別
事
件
ご
と
に
利
益
衡
量
を
し
て
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
決
め
る
と
判
示
し
た
。
他
方
少
数
意
見
は
、
国
際
礼
譲
の
観
点
か
ら
は
ま
ず
条

約
を
優
先
し
て
利
用
す
ぺ
き
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
に
国
内
法
を
域
外
的
に
適
用
し
て
証
拠
収
集
を
行
う
と
し
た
。
多

数
意
見
は
、
証
拠
収
集
条
約
に
は
排
他
性
も
優
先
性
も
な
い
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
下
級
裁
判
所
の
判
決
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
実
質
的
に
は
連
邦
民
訴
規
則
の
優
先
適
用
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
な
（
解

る
。
こ
の
証
拠
←
収
集
条
壺
約
の
酢

大
き
な
中
心
課
題
と
い
え
る
。

ス
カ
ヴ
ァ
リ
規
定
を
言
わ
ば
域
外
的
に
適
用
し
て
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
判
断
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
の
否
定
、
す
な
わ
ち
合
衆
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
規
定
の
域
外
的
適
用
が
国
際
司
法
摩
擦
の
一
つ
の

く
３
１

ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
を
中
心
に
し
て
、
合
衆
国
で
は
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
の
議
論
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か
。
》
」

⑪
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決

現
状 ロ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
現
状
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れ
は
単
純
な
オ
ー
ル
・
オ
ァ
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
で
は
な
く
、
未
だ
結
論
が
出
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
排
他
性
に
関
す
る
合
衆
国

（
咽
）

の
現
在
の
状
況
を
、
判
例
、
学
説
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
〈
且
永
国
対
外
関
係
法
第
一
ニ
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
か
ら
ま
と
め
て
み
る
。

①
ま
ず
、
先
の
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ァ
ー
ル
判
決
で
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
合
衆
国
の
裁
判
所
の
対
人
管
与
霜
権
が
及
ぶ
訴
訟
当
事
署
當
か
ら
証

拠
を
収
集
す
る
場
合
、
証
拠
収
集
条
唾
約
に
排
他
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
証
拠
収
集
条
約
以
外
の
方
法
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
な
ど
と
証
拠
府
埋
果
条
約
の
う
ち
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
は
、
事
実
審
裁
判
所
の
裁
量
で
あ
る
。

②
次
に
、
そ
の
後
公
刊
さ
れ
た
対
外
関
係
法
第
一
一
一
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
そ
の
四
七
三
条
注
釈
ｉ
に
お
い
て
、
外
国
に
あ
る
工
場

の
検
証
や
病
気
な
ど
で
海
外
渡
航
の
で
き
な
い
者
の
証
一
旨
録
取
な
ど
、
証
拠
を
合
衆
国
国
内
に
移
動
し
て
証
拠
収
集
で
き
な
い
よ
う
な
真

の
意
味
に
お
け
る
「
外
国
に
お
け
る
」
場
合
、
証
拠
収
集
栄
約
が
排
他
的
・
絶
対
的
に
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
額
つ
ま
り
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
は
、
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ァ
ー
ル
判
決
の
ル
ー
ル
を
、
裁
判
管
轄
権
に
服
す
る
訴
訟
当
事
者
に
関
し
て
証
拠
の
合
衆
国
内
へ
の
移
動

が
で
き
る
場
合
、
つ
ま
り
「
外
国
か
ら
の
」
証
拠
収
集
の
場
合
に
制
限
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
相
手
方
当
事
者
が
自
発
的
に
工
場
の
検

証
に
応
じ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
証
拠
収
集
条
約
上
の
諸
手
段
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
自
発
的

な
証
拠
提
供
を
き
わ
め
て
寛
大
に
扱
っ
て
き
た
合
衆
国
の
態
度
が
、
い
く
ぶ
ん
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

③
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
管
轄
に
服
き
な
い
、
訴
訟
当
事
者
以
外
の
単
な
る
第
三
者
か
ら
の
証
拠
収
集
の
場
合
、
若
干
異
な
る
考
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
七
一
一
一
条
注
釈
ｉ
で
は
、
外
国
に
居
住
す
る
、
．
訴
訟
当
事
者
以
外
の
者
を
対
象
と
す

（
噸
）

ろ
証
拠
の
』
収
集
に
つ
い
て
は
条
約
が
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
現
に
、
こ
の
趣
】
曰
の
判
例
も
存
在
す
秀
蝉

④
最
後
に
、
裁
判
管
轄
権
の
及
ぶ
こ
と
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
訴
訟
当
事
者
の
支
配
す
る
証
拠
を
収
集
す
る
場
合
、
こ
の
者
は
単
な

（
町
）

ろ
第
三
者
と
同
じ
だ
か
ら
証
拠
収
』
零
粂
約
が
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
下
級
裁
判
所
の
判
決
は
分
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
合
衆
国
で
は
当
事
者
か
ら
の
証
拠
←
収
集
を
最
も
重
要
視
し
て
、
排
他
性
を
否
定
し
て
い
る
。
裁
判
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⑩
一
九
八
九
年
の
運
用
に
関
す
る
特
別
委
員

一
口
衆
国
最
高
裁
の
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
が
出
さ
れ
た
二
年
後
の
一
九
八
九
年
の
運
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
は
、
条
約
の
排

（
伽
）

（
、
）

他
性
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
以
前
、
別
稿
で
こ
の
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
繰
り
返
し
の
部
分
も
あ
る
が
、

重
要
で
あ
る
の
で
再
び
検
討
し
て
お
く
。
ま
ず
、
こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
ま
と
め
Ⅱ
」
が
作
ら
れ
た
。

ａ
条
約
起
草
者
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
は
、
大
陸
法
国
と
コ
モ
ン
ロ
ー
国
の
証
拠
収
集
制
度
を
連
結
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ｂ
条
約
の
排
他
的
適
用
性
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
意
見
が
分
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

ｃ
し
か
し
な
が
ら
、
条
約
の
目
的
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
全
締
約
国
は
、
条
約
の
排
他
性
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
意
見
を
有
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
外
国
に
あ
る
証
拠
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
条
約
の
定
め
る
手
続
を
優
先
的
に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

管
轄
権
の
及
ぶ
者
の
支
配
す
る
証
拠
、
例
え
ば
被
告
会
社
の
外
国
子
会
社
が
保
管
す
る
文
書
の
収
集
を
、
連
邦
民
訴
規
則
に
直
接
基
づ
い

て
被
告
親
会
社
に
対
し
て
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
裁
判
管
轄
権
の
及
ば
な
い
単
な
る
第
三
者
に
つ
い
て
は
条
約
の
み
が
適
用

さ
れ
、
証
拠
収
集
条
約
一
○
条
の
定
め
る
強
制
力
が
頼
み
の
綱
に
な
懇

（
卿
）

最
後
に
、
合
衆
国
国
内
の
動
向
と
し
て
亡
回
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
一
九
九
三
年
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正
で
あ
る
。
実
は
一
九

八
九
年
か
ら
、
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
の
少
数
意
見
を
も
と
に
し
た
証
拠
収
集
条
約
の
優
先
適
用
を
基
本
と
す
る
改
正
案
が
、
た
び

た
び
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
九
三
年
の
改
正
で
は
、
こ
の
案
は
明
ら
か
に
採
用
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
多
数
意
見
流
の
利

益
衡
量
に
止
ま
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
多
数
意
見
で
な
く
少
数
意
見
流
の
条
約
の
優
先
適
用
を
国
際
協
調
の
た
め
あ
え
て
条
文

化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
国
内
実
務
家
の
圧
力
に
は
勝
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

口
そ
の
他
の
展
開
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こ
の
「
ま
と
め
」
を
見
る
限
り
、
条
約
の
排
他
性
に
つ
い
て
の
争
い
が
決
着
を
見
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
が
、
特
別
委
員
会
の
と
る

立
場
と
し
て
条
約
の
優
先
適
用
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
た
と
え
国
際
法
上
の
義
務
付
け
が
な
い
と
は
い
え
各
国
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
第
一
一
三
条
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
五
年
の
特
別
委
員
会
で
の
議
論
に
続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ

う
に
宣
言
を
制
限
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
国
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
三
㈹
で
前
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
が
条
約
に
よ
っ
て
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
求
め
る
際
の
障
害
が
軽
減
し
た
こ
と
を
意
味
し
、

証
拠
収
集
条
約
を
利
用
す
る
傾
向
の
上
昇
が
期
待
さ
れ
る
。

特
別
委
員
会
で
は
さ
ら
に
、
合
衆
国
で
訴
訟
に
関
与
し
て
い
る
外
国
人
当
事
者
の
弁
護
士
に
対
し
て
実
務
的
ア
ド
バ
イ
ス
が
か
な
り
詳

し
く
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
合
衆
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
法
で
な
く
証
拠
収
集
条
約
の
第
一
次
的

適
用
を
求
め
る
際
の
助
言
と
し
て
、
事
実
審
理
前
協
議
手
続
の
利
用
や
外
国
政
府
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
意
見
書
の
提
出
な
ど
が
勧
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
合
衆
国
の
裁
判
所
は
ハ
ー
グ
条
約
を
連
邦
民
訴
規
則
と
並
列
関
係
に
あ
る
と
見
て
い
る
の
で
、
証
明
責
任
は
ハ
ー
グ
条

（
雌
）

約
の
適
用
に
反
対
す
る
側
に
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
も
一
一
一
戸
っ
て
い
る
。

②
近
時
の
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
展
開

ア
メ
リ
カ
の
デ
イ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
は
非
常
な
対
抗
心
を
持
つ
も
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
は
否
定
す
る
イ
ギ
リ
麺
で
は
、
最
近
、
ア
エ

（
咽
）

ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
〈
ロ
衆
国
判
決
と
実
質
的
に
同
じ
結
論
に
至
る
女
王
座
裁
判
所
の
判
決
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
共
同
海
損
に
絡
む
事
件
で
、

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
命
令
を
受
け
た
被
告
の
フ
ラ
ン
ス
の
二
法
人
が
、
も
し
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
命
令
に
従
っ
て
文
書
を
提
出
す
れ
ば
フ
ラ
ン

ｄ
条
約
の
優
先
適
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ど
の
締
約
国
も
一
一
三
条
の
留
保
の
範
囲
を
制
限
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

ｅ
他
の
締
約
国
内
に
あ
る
文
書
を
収
集
す
る
た
め
自
国
の
国
内
手
続
規
則
上
の
強
制
手
段
を
用
い
る
締
約
国
は
、
他
国
に
よ
る
一
一
三
条
の
制
限
的
留

保
の
趣
旨
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
剛
）

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
九
三
年
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
に
お
い
て
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
質
的

に
、
証
拠
収
集
条
約
に
は
排
他
怪
は
な
く
、
裁
判
官
は
要
請
書
手
続
を
用
い
る
こ
と
な
く
原
則
と
し
て
自
由
に
外
国
に
お
け
る
証
拠
収
集

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
ナ
ン
テ
ー
ル
の
商
事
裁
判
所
が
新
民
事
訴
訟
法
典
一
四
五

（
伽
）

条
に
基
づ
い
て
出
し
た
ス
ペ
イ
ー
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
あ
る
不
動
筐
の
調
査
の
命
令
に
関
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
主
権
を
侵
害
す
る
こ
と
等
を

理
由
に
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
有
効
性
を
争
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
は
、
証
拠
胆
果
条
約
は
国
際
司
法
共
助
の
み
に
関
す
る
も
の

で
、
外
国
に
お
け
る
証
拠
収
集
の
全
て
を
規
律
す
る
わ
け
で
な
く
、
、
国
内
裁
判
官
に
よ
り
と
ら
れ
る
証
拠
哩
果
手
段
が
実
施
地
で
あ
る
外

国
の
主
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
な
い
限
り
、
要
請
書
手
続
に
拠
ら
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
趣
旨
の
判
断
を
示
し
た
。
そ

の
際
、
証
拠
収
集
条
約
一
条
一
項
を
引
用
し
、
「
…
…
要
請
書
に
よ
り
嘱
託
す
る
こ
と
が
『
で
き
る
』
。
」
と
強
調
を
施
し
て
お
り
、
こ
れ

「
（
皿
）

は
ア
メ
リ
カ
の
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
で
〈
ロ
衆
国
最
高
裁
の
多
数
意
見
が
行
っ
た
の
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。

上
で
、
証
拠
収
集
条
約
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
冷
静
一

解
決
す
る
に
は
多
国
間
条
約
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、

（
畑
）

あ
る
。

（
脳
）

ス
の
対
抗
立
法
（
外
国
当
局
へ
の
経
済
等
の
文
書
等
提
供
禁
止
法
）
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
、
と
主
張
し
て
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
〈
而
令
の
取
消

し
を
求
め
た
。
判
決
は
べ
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
対
抗
立
法
の
立
法
趣
旨
や
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
、
合
衆
国
の
ア
エ
ロ
ス
パ

シ
ア
ー
ル
判
決
も
引
用
し
て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
ニ
法
人
の
申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た
。

他
方
、
合
衆
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
の
域
外
適
用
は
許
さ
な
い
と
し
て
い
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
最
近
、
単
者
を
中
心
に
こ
れ
ま
で

の
ド
イ
ツ
の
立
場
が
自
己
批
判
的
に
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
は
ド
イ
ツ
も
、
ア
メ
リ
カ
と
全
く
同
じ
と
は
一
一
一
一
口
わ
な
い
ま
で
も
、

（
脳
）

外
国
に
所
在
す
る
当
事
者
に
対
し
て
証
拠
の
提
出
を
域
外
的
に
命
令
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
た

（
Ⅶ
）

上
で
、
証
拠
収
儘
秀
栄
約
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
冷
静
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
検
討
を
受
け
て
、
国
際
司
法
摩
擦
を

解
決
す
る
に
は
多
国
間
条
約
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
合
衆
国
と
の
二
国
間
条
約
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
意
見
が
ド
イ
ツ
で
は
優
勢
で
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一正（
Ⅲ
）
個
顎
）
ご
○
］
戸
の
愛
『
四
ｍ
の
ロ
ゴ
「
曾
斤
シ
丙
武
の
ロ
、
①
の
①
］
］
の
◎
ず
、
沖
ぐ
・
の
巨
己
の
凶
○
円
○
○
昌
丘
旨
函
○
四
］
・
シ
ロ
ロ
・
』
ｑ
震
Ｐ
弓
③
○
四
］
・
】
谷
冑
雪
』
（
博
の
（
□
】
の
庁
・

』
①
臣
）
ユ
ド
ロ
の
こ
ぐ
．
○
○
口
一
言
の
ロ
白
］
卑
○
目
Ｏ
扇
〔
〉
○
ｓ
。
『
囚
は
○
口
》
⑰
宅
甸
・
の
巨
石
・
旨
』
『
（
乞
田
）
の
Ｂ
８
》
百
．
ぐ
』
可
の
】
已
冒
》
百
Ｆ
ご
』

句
・
肉
・
、
□
．
①
＆
（
ｚ
・
ロ
・
ロ
］
・
已
置
）
》
百
門
の
シ
ロ
の
呂
巨
の
宮
伜
ｏ
○
・
壹
○
ヨ
ワ
四
》
『
窟
司
．
且
二
国
・

（
Ⅲ
）
円
い
｝
忍
忽
ミ
ミ
ロ
）
言
ミ
量
冒
記
８
．
息
の
愚
ミ
ロ
・
庁
の
圏
皀
雪
男
菊
池
・
前
注
（
皿
）
四
○
七
頁
。

（
Ⅲ
）
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
と
共
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
反
対
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
証
拠

収
集
条
約
の
排
他
性
は
主
張
し
な
い
。
国
際
礼
譲
に
十
分
な
考
慮
を
払
っ
た
上
で
の
解
決
を
示
唆
す
る
。
因
国
の
命
・
【
○
・
ぐ
の
口
目
の
旨
・
命
昏
の

〔
嵜
鼻
の
□
【
目
、
』
○
日
○
ｍ
の
【
の
異
国
国
冨
冒
四
ｐ
Ｑ
ｚ
ｏ
門
昏
の
曰
岸
の
］
四
目
旦
四
の
シ
ロ
弓
○
口
の
〔
ン
国
口
の
ご
ｍ
巨
己
で
。
『
芹
。
、
勺
の
庁
三
○
口
の
【
の
》
馬
ご
》
誉
討
旦

冒
国
、
閂
・
Ｐ
富
・
勗
望
（
巴
の
つ
）
・

（
刑
）
聖
ｓ
ｇ
冒
菩
箭
農
ご
冒
口
・
芹
の
望
》
岳
図
己
・
の
。
、
呂
・
こ
の
判
決
に
つ
い
て
、
多
田
・
前
注
（
７
）
一
六
○
頁
以
下
を
参
照
。
こ
の
裁
判
は
証

拠
収
集
条
約
締
約
国
・
署
名
国
の
大
き
な
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
及
び
ス
イ
ス
か
ら
「
裁
判
所
の
友

（
口
旦
目
の
ｏ
巨
國
四
の
）
」
と
呼
ば
れ
る
意
見
書
が
合
衆
国
最
高
裁
に
提
出
さ
れ
た
。
国
風
の
、
。
｛
の
。
ぐ
①
『
日
ロ
の
弓
・
【
岳
の
ご
昌
巴
尻
目
巴
・
白
○
ｍ

の
【
の
異
国
臥
白
旨
四
＆
Ｚ
。
『
岳
の
日
目
『
の
］
四
己
囚
の
崔
目
目
の
〔
巨
営
の
旨
の
巨
石
○
耳
。
【
勺
の
ば
ば
○
口
の
『
の
》
》
恩
》
暑
符
＆
雪
国
、
［
Ｐ
・
富
・
届
田

（
皀
淫
）
一
国
臥
臼
○
ｍ
」
百
回
目
の
〔
巨
菌
の
。
【
岳
の
】
卍
の
ロ
ロ
ニ
Ｏ
ｏ
ｍ
旬
日
ご
Ｏ
①
ど
の
巨
石
○
耳
。
、
旧
の
墓
】
○
口
の
厨
》
尉
鳶
昏
討
＆
冒
国
⑰
閂
・
伊
・
言
・

］
四
℃
（
乞
霊
）
》
国
國
の
命
【
。
Ｈ
弓
の
【
の
官
三
Ｄ
Ｃ
【
（
い
の
ゴ
ロ
目
］
囚
の
少
己
目
の
○
昌
国
の
》
》
愚
暮
冒
＆
雪
国
、
閂
・
円
・
言
・
勗
洽
（
皀
淫
）
》
因
臥
の
【

○
ｍ
の
○
く
の
『
ロ
日
の
貝
・
命
の
菖
旨
の
Ｈ
］
四
己
四
の
曽
己
目
の
○
口
回
国
の
旨
の
巨
石
○
円
○
帛
勺
の
斤
量
○
口
国
璽
》
ｓ
》
雪
奇
旦
嘗
国
、
閂
・
円
・
言
・
ぶ
ち
（
皀
霊
）
・

（
Ⅲ
）
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
で
最
高
裁
は
、
ま
ず
証
拠
収
集
条
約
の
文
言
に
着
目
す
る
。
第
一
に
、
同
じ
ハ
ー
グ
会
議
の
司
法
共
助
条
約
で

あ
る
送
達
条
約
が
そ
の
一
条
に
お
い
て
「
こ
の
条
約
は
、
…
常
に
適
用
す
る
（
の
言
］
」
呂
已
】
）
。
」
と
い
う
強
行
的
な
文
一
一
一
一
口
を
使
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
証
拠
収
集
条
約
は
、
そ
の
一
条
、
一
五
、
一
六
、
一
七
条
に
お
い
て
「
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
曰
昌
…
円
の
ロ
巨
の
鼻
）
」
「
証

拠
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
曰
昌
…
冨
丙
の
①
ゴ
ロ
の
ご
ｎ
の
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
許
可
を
表
す
文
言
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
の
、
①
毎
ｓ
ご
包
昌
蔦
》
』
召
ｐ
．
ｍ
．
認
一
口
・
］
、
）
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
グ
送
達
条
約
は
他
の
国
内
法
を
排
除
す
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
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が
、
証
拠
収
集
条
約
で
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
二
点
目
と
し
て
、
第
二
七
条
に
着
目
す
る
（
頁
崖
函
ご
・
、

詔
『
・
）
。
そ
こ
で
は
締
約
国
の
よ
り
寛
大
な
国
内
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
「
締
約
国
」
に
は
嘱
託
国
が
含
ま
れ
る
と

最
高
裁
判
所
は
解
釈
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
は
、
他
の
ど
こ
の
国
に
比
べ
て
も
寛
大
で
あ
る
ゆ
え
、
従
来
の

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
蔵
ど
に
よ
る
域
外
的
証
拠
収
集
は
何
ら
証
拠
収
集
条
約
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
三
番
目
に
、
二

三
条
は
事
実
審
理
前
の
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
の
実
施
拒
否
を
定
め
て
い
る
が
、
条
約
が
排
他
性
を
有
す
る
な
ら
ば
、
コ
モ
ン
ロ
ー
国
は

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
行
う
権
限
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
上
の
作
業
と
し
て
日
常
的
に
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
行
っ
て
い
る
コ
モ
ン

ロ
ー
国
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
条
約
に
合
意
す
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
員
』
忠
ｐ
．
ｍ
．
認
⑦
．
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
反
論
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
呂
巴
］
と
曰
昌
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
証
拠
収

集
条
約
で
は
、
そ
の
内
部
で
、
要
請
書
に
よ
る
嘱
託
、
外
交
官
・
領
事
官
に
よ
る
証
拠
収
集
、
そ
し
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
拠
収
集

と
が
そ
も
そ
も
選
択
的
な
手
段
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
が
他
の
も
の
を
排
斥
し
な
い
た
め
に
、
「
で
き
る

（
目
団
ご
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
二
七
条
に
つ
い
て
は
、
ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
の
少
数
意

見
が
正
し
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
員
』
缶
ご
・
、
、
巴
Ｐ
、
）
、
も
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
条
約
を
作
成
し

た
意
義
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
条
約
の
報
告
者
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
代
表
の
曽
貝
四
目
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
締
約

国
」
と
は
「
実
施
地
国
」
で
あ
る
。
田
慰
冒
冒
さ
ご
門
８
．
頁
吻
魯
ミ
ロ
・
肩
国
皀
四
・
ま
た
、
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
外
国
か
ら
反

発
を
受
け
て
い
た
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
つ
い
て
、
合
衆
国
の
側
で
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
犠
牲
に
し
て
で
も
、
大
陸
法
国
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
制
度
を
広
め
よ
う
、
と
い
う
妥
協
、
駆
け
引
き
が
合
衆
国
の
側
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別
に
不
思
議
で
は
な
い
。

ア
エ
ロ
ス
パ
シ
ア
ー
ル
判
決
は
、
文
言
に
加
え
て
作
成
経
緯
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
自
体
か
ら
は
直
接
何
も
で
て
こ
な
い
で

あ
ろ
う
。
大
陸
法
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
対
す
る
知
識
は
、
条
約
作
成
当
時
正
確
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
三
㈹
で
述
べ
た
よ
う
に
疑
問
で

あ
る
。
ま
た
、
合
衆
国
は
国
際
証
拠
共
助
の
改
善
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
が
、
排
他
性
ま
で
頭
に
入
れ
て
い
た
か
疑
問
で
あ
る
。

（
理
多
田
・
前
注
（
７
）
一
六
七
頁
以
下
参
照
。

（
剛
）
前
注
（
師
）
参
照
。
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論
（
側
）
シ
曰
の
号
自
旧
四
ざ
百
円
苣
厨
（
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
研
究
会
訳
）
・
前
注
（
〃
）
［
松
岡
博
］
（
第
四
七
一
一
一
条
注
釈

説
（

皆
扁
臥
◎
目
巨
ョ
旨
昌
三
の
（
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
ィ
ト
メ
ン
ト
研
究
会
訳
）
・
前
注
（
〃
）
［
松
岡
博
］
（
第
四
七
三
条
注
釈

（
側
）
。
『
］
】
＆
胃
ぐ
・
国
の
］
白
団
『
○
の
．
》
旨
。
ご
ｍ
ｓ
ｚ
・
因
・
叩
・
圏
巴
（
Ｚ
・
目
・
Ｐ
ｂ
□
・
ロ
ゴ
・
這
巴
）
・

面
）
裁
判
管
騒
顕
権
確
定
の
た
め
に
証
拠
収
集
条
約
の
利
用
を
求
め
た
判
例
と
、
連
邦
民
訴
規
則
の
適
用
を
認
め
た
判
例
と
が
あ
る
。
後
者
の
例
と

し
て
、
囚
＆
ぐ
・
【
閂
の
ｏ
巳
焦
・
菖
囚
》
宮
。
．
■
国
司
・
用
・
□
』
震
（
言
・
ロ
・
富
・
○
」
①
謡
）
が
あ
る
。

（
Ｍ
）
合
衆
国
の
こ
れ
ま
で
の
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
の
実
務
に
お
い
て
、
訴
訟
当
事
者
以
外
の
第
三
者
証
人
の
取
り
扱
い
が
非
常
に
微
妙
で
あ

る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
訴
訟
当
事
者
以
外
の
単
な
る
証
人
に
つ
い
て
も
「
対
人
管
轄
権
」
は
観
念
で
き
る
こ
と
か
ら
、

域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
命
令
の
基
礎
は
獲
得
で
き
る
。
合
衆
国
法
上
、
こ
の
よ
う
な
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
命
“
令
は
「
罰
則
付
召
喚
今
沃

（
望
旨
ロ
・
の
目
）
」
と
い
う
形
で
発
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
第
一
一
一
者
証
人
を
強
制
力
を
背
景
に
し
た
証
拠
収
集
に
服
さ
せ
る
。
外
国
に
所
在
す
る

者
に
対
す
る
罰
則
付
召
喚
令
状
の
発
出
を
定
め
る
合
衆
国
法
典
一
一
八
巻
一
七
八
三
条
で
は
、
外
国
に
所
在
す
る
「
合
衆
国
国
民
」
か
又
は
「
合

衆
国
住
民
」
に
対
し
て
の
み
、
罰
則
付
召
喚
令
状
の
発
出
を
認
め
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者
証
人
に
関
し
て
は
、
合

衆
国
裁
判
所
の
「
対
人
管
轄
権
」
の
及
ぶ
「
合
衆
国
国
民
」
又
は
「
合
衆
国
住
民
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
者
が
外
国
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
裁
判
所
侮
辱
罪
と
い
う
強
力
な
制
裁
を
以
て
、
証
言
録
取
や
文
書
提
出
を
命
豐
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
利
益
と
は
直
接
・
間
接
に
も
関
係
し
な
い
単
な
る
証
人
に
、
裁
判
所
侮
辱
罪
と
い
う
非
常
に
強
力
な
制
裁
を

以
て
望
む
こ
と
が
妥
当
か
と
い
う
疑
念
か
ら
か
、
合
衆
国
の
裁
判
所
は
、
第
三
者
証
人
に
対
す
る
完
全
な
範
囲
（
菖
］
Ｈ
巴
煽
の
）
で
の
罰
則
付

召
還
権
限
（
四
号
己
○
四
】
四
℃
○
言
の
『
）
の
行
使
に
は
、
消
極
的
で
あ
る
。
の
恩
囚
Ｈ
２
伜
司
可
閂
】
星
思
も
ミ
ロ
・
肩
婁
＄
『
’
四
ｓ
・
こ
の
こ
と
は
、

対
外
関
係
法
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
七
一
一
一
条
の
注
釈
ｉ
が
、
外
国
に
居
住
す
る
当
事
者
以
外
の
者
を
対
象
と
す
る
証
拠
の
収
集
に
つ
い
て

の
ハ
ー
グ
証
拠
収
鐘
秀
雰
約
の
排
他
開
適
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

面
）
過
去
に
お
け
る
こ
の
連
邦
民
訴
規
則
改
正
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
多
田
・
前
注
（
７
）
一
七
四
頁
以
下
参
照
。

ｉ
）
六
五
七
頁
。

ｉ
）
六
五
七
頁
。
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（
Ⅲ
）
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴
訟
法
一
四
五
条
「
す
べ
て
の
訴
訟
に
先
立
っ
て
、
紛
争
の
解
決
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
事
実
の
証
拠
を
保
全
し
又
は

（
Ⅲ
）
Ｈ
腰
も
轡
、
（
昔
【
Ｓ
ミ
ミ
湧
薑
記
８
貝
②
愚
冒
ロ
・
芹
の
園
》
患
函
・
原
・
前
注
（
昭
）
一
一
一
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
皿
）
畠
題
忽
思
量
、
薑
ミ
爵
薑
飼
８
．
鼻
の
魯
冒
ロ
・
庁
の
畠
．
届
霞
・

（
皿
）
戸
田
霊
詳
し
く
は
、
多
田
・
前
注
（
７
）
一
七
三
頁
参
照
。

（
脳
）
前
注
（
Ⅲ
）
を
参
照
。

（
脳
）
瑁
胃
肩
日
の
＆
の
邑
冨
の
震
出
の
吾
の
温
豐
四
己
言
・
夢
の
『
ぐ
・
厚
・
望
の
口
・
『
毎
号
陣
司
用
□
○
Ｐ
巨
旦
四
己
○
岳
の
墨
画
口
・
己
雪
の
】
唇

旨
心
（
Ｃ
・
因
．
（
Ｃ
・
日
日
円
ｏ
巨
○
・
昌
斤
）
】
毛
②
）
・

（
唖
外
国
の
自
然
人
又
は
法
人
に
対
す
る
経
済
、
商
業
、
産
業
、
金
融
又
は
技
術
に
関
す
る
文
書
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法
律
（
改
正
、
一

九
八
○
年
七
月
一
六
日
法
律
第
八
○
－
五
三
八
号
）
。
こ
の
法
律
の
邦
訳
及
び
簡
単
な
説
明
に
つ
い
て
、
道
垣
内
正
人
訳
「
一
九
八
○
年
七
月

一
六
日
の
法
律
第
八
○
－
五
三
八
号
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
外
国
の
自
然
人
又
は
法
人
に
対
す
る
経
済
、
商
業
、
産
業
、
金
融
又
は
技
術
に
関
す

る
文
書
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す
る
一
九
六
八
年
七
月
一
一
六
日
の
法
律
第
六
八
‐
上
ハ
七
八
号
」
澤
田
壽
夫
編
『
解
説
国
際
取
引
法
令
集
』
三

七
六
頁
（
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
）
。

（
唖
Ｐ
・
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
（
小
島
武
司
編
訳
）
『
国
際
民
事
訴
訟
法
の
理
論
』
［
河
野
俊
行
］
六
九
頁
以
下
（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）
、

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ド
〈
池
田
辰
夫
、
多
田
望
、
藤
本
利
一
、
片
山
智
彦
訳
）
「
国
際
民
事
訴
訟
法
の
動
向
」
民
商
法
雑
誌
一
○
七
巻

四
・
五
号
八
二
一
頁
（
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
Ⅶ
）
後
述
六
日
②
及
び
③
に
あ
る
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
拒
否
で
き
る
一
一
三
条
が
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ

し
か
定
め
て
い
な
い
こ
と
も
一
つ
の
欠
点
で
あ
り
、
証
拠
漁
り
を
禁
止
す
る
な
ら
証
言
録
取
な
ど
他
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
手
段
に
つ
い
て
も
定

め
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
伽
）
シ
ュ
テ
ュ
ル
ナ
ー
・
前
注
（
７
）
一
○
○
頁
な
ど
。

（
Ⅲ
）
○
・
日
。
》
四
壱
の
三
の
『
の
『
圏
一
一
冊
（
崖
の
Ｑ
】
・
）
・
‐
ｃ
口
亘
］
＄
婁
肉
の
目
の
○
三
巳
の
回
の
日
・
】
三
口
扇
日
昌
・
目
一
目
鼠
后
霊
・
函
Ｐ
己
・
訂

の
、
同
囚
Ｈ
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｅ
ｏ
豈
の
画
．

Ｈ
腰
も
轡
、
（
昔
【
Ｓ
ミ
ミ
房
言
宛
８
．
鼻
②
愚
冒
ロ
・
芹
の
巽
患
函
・
原
・
前
注
（
昭
）
一
二
八
九
頁
以
下
参
照
。

墨
竃
忽
、
目
昌
Ｓ
ミ
ミ
爵
薑
飼
§
員
の
魯
冒
ロ
・
庁
の
畠
》
忌
置
・

戸
田
霊
．
詳
し
く
は
、
多
田
・
前
注
（
７
）
一
七
三
頁
参
照
。
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論 説

本
条
約
の
持
つ
二
つ
の
側
面
の
う
ち
の
一
つ
は
、
証
拠
収
集
の
国
際
司
法
共
助
に
関
し
て
、
条
約
上
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
非
常
に
進

歩
的
な
手
続
を
用
意
し
、
他
に
類
を
見
な
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

若
干
の
展
開
を
試
み
る
。

ハ
ー
グ
証
拠
収
集
条
約
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
全
般
的
な
解
説
・
分
析
を
試
み
た
。
こ
こ
で
、
本
条
約
の
長
所
・
短
所
と
い
う
視

点
に
重
心
を
置
き
つ
つ
、
簡
単
に
考
察
し
て
み
る
。
ま
ず
、
証
拠
収
集
条
約
の
分
析
的
検
討
に
よ
り
導
か
れ
る
二
つ
の
側
面
を
示
し
、
次

に
、
批
判
的
な
見
地
か
ら
指
摘
し
得
る
種
々
の
問
題
点
を
敢
え
て
挙
げ
、
最
後
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
の
曰
本
の
批
准
に
つ
い
て
、

る

(1)。

証
明
を
行
う
（
小
国
三
『
）
正
当
な
理
由
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
法
律
上
認
め
ら
れ
る
証
拠
調
べ
は
、
全
て
の
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
、

申
請
（
吊
昌
の
訂
）
に
基
づ
い
て
又
は
レ
フ
エ
レ
と
し
て
こ
れ
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
若
林
安
雄
訳
「
新
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
」
近

畿
大
学
法
学
四
○
巻
二
号
一
五
九
～
一
六
○
頁
二
九
九
二
年
）
。

（
皿
）
前
注
面
）
を
参
照
。

詳
細
な
条
文
化
及
び
新
制
度
の
積
極
的
導
入

六
若
干
の
考
察

Ｈ
証
拠
共
助
に
関
す
る
条
約
と
し
て
の
進
歩
性
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ハーグ証拠収集条約について（下．完）

権
限
の
明
確
化

②
柔
軟
性

ま
ず
、
民
訴
条
約
第
二
章
と
比
べ
て
み
て
も
、
単
行
の
条
約
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
条
文
数
が
多
く
、
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
細
か

な
点
ま
で
国
際
条
約
に
条
文
化
し
〈
条
約
上
の
ル
ー
ル
と
し
て
国
家
間
の
権
利
・
義
務
を
明
確
化
す
る
と
い
う
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
旧
来
の
証
拠
共
助
制
度
の
欠
点
を
改
善
し
、
積
極
的
に
新
し
い
制
度
を
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
前

述
し
た
三
及
び
四
で
解
説
し
た
よ
う
に
、
中
央
当
局
制
度
の
採
用
（
一
一
条
。
民
訴
条
約
九
条
と
比
較
）
、
要
請
書
の
作
成
一
一
一
一
口
語
（
四
条
。
民
訴

条
約
一
○
条
と
比
較
）
、
嘱
託
国
の
司
法
官
の
立
会
い
（
八
条
）
、
証
言
拒
絶
に
関
す
る
特
権
又
は
義
務
二
一
条
）
、
外
交
官
又
は
領
事
官
の

権
限
の
明
確
化
（
一
五
条
等
。
民
訴
条
約
一
五
条
と
比
較
）
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
受
任
者
）
に
よ
る
証
拠
収
集
二
七
条
等
）
な
ど
が
あ
る
。

但
弄
彰
柤

前
述
の
二
四
で
示
し
た
よ
う
に
、
種
々
の
留
保

は
多
国
間
条
約
の
締
結
（
一
一
八
条
及
び
三
一
一
条
）
が
許

自
の
司
法
共
助
制
度
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

シ『ン。 過
去
三
度
開
か
れ
て
い
る
こ
の
特
別
委
員
会
に
は
本
稿
で
も
適
宜
言
及
し
た
が
、
条
約
の
実
際
の
運
用
に
関
し
て
生
じ
る
様
々
な
問
題

を
議
論
す
る
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
存
在
も
、
条
約
の
特
徴
と
し
て
は
見
逃
せ
な
い
。
必
ず
し
も
全
て
の
問
題
を
解
決
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
締
約
国
に
と
っ
て
は
国
際
的
な
司
法
上
の
協
力
の
前
進
的
な
改
善
・
発
展
を
確
保
す
る
上
で
、
非
常
に
有
益
で
あ
る

側
コ
モ
ン
ロ
ー
国
の
加
盟

証
拠
収
集
条
約
に
は
、
民
訴
条
約
と
異
な
り
、
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
加
盟
し
て
い
る
。
大
陸
法
と
コ
モ
ン
ロ
ー

と
の
間
に
あ
る
証
拠
共
助
に
対
す
る
考
え
方
の
隔
た
り
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
従
来
的
な
国
際
司
法
共
助
の
一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と

③
条
約
の
運
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会

種
々
の
留
保
・
宣
言
、
よ
り
寛
大
な
内
容
の
実
施
地
国
法
の
維
持
（
一
一
七
条
）
、
別
個
の
一
一
国
間
又

三
一
一
条
）
が
許
容
さ
れ
て
お
り
、
各
締
約
国
は
条
約
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
加
工
し
、
柔
軟
に
、
独
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論

説
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
進
歩
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
諸
点
を
重
視
す
れ
ば
、
証
拠
収
集
条
約
は
相
当
に
実
り
あ
る
成
果
を
約
束
す
る
条
約
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
五
口
②
で
見
た
よ
う
に
、
当
初
、
条
約
の
排
他
性
を
強
硬
に
主
張
し
て
い
た
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
が
微

妙
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
中
、
外
国
に
あ
る
証
拠
の
収
集
に
つ
い
て
、
必
ず
条
約

等
の
国
際
司
法
共
助
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
主
権
侵
害
が
生
じ
る
、
と
い
う
従
来
の
主
権
観
念
が
修
正
を
迫

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
短
期
で
里

足
り
な
い
条
約
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

証
拠
収
集
条
約
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
域
外
的
直
接
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
は
、
前
述

五
で
見
た
よ
う
に
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
十
分
に
は
実
効
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
排
他
性
に
関
す
る
議
論
は
対
立
・
混
迷
の
度
合

い
を
深
め
て
い
る
。
合
衆
国
が
証
拠
収
集
条
約
の
利
用
に
抵
抗
を
示
す
の
は
、
一
一
三
条
の
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
実
施
拒
否
宣
言
な
ど
予

想
外
に
他
国
の
ガ
ー
ド
が
堅
く
、
期
待
さ
れ
た
証
拠
収
集
の
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

陪
審
審
理
と
い
う
極
度
に
短
期
間
の
集
中
審
理
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
前
に
十
分
な
証
拠
・
資
料
に
基
づ
い
た
事
実
関
係
の
整
理
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
証
拠
が
外
国
に
あ
ろ
う
と
も
同
じ
で
あ
る
。
も
し
外
国
に
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
常
に
若
干
迫
力
の
劣
る
ハ
ー

グ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
当
事
者
は
重
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
全
て
外
国
で
保
管
し
て
い
れ
ば
よ
り
安
心
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
プ
ン
な
ら
ぬ
「
情
報
天
国
」
と
い
っ
た
も
の
を
外
国
に
作
っ
て
し
ま
う
と
い
う
心
配
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
条
約
の
排
他
性
に
つ
い
て
、
そ
の
文
言
や
作
成
経
緯
か
ら
一
概
に
決
定
的
な
解
答
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
短
期
で
の
解
決
は
非
常
に
困
難
な
模
様
で
あ
る
。
こ
の
側
面
を
重
視
す
れ
ば
、
証
拠
収
集
条
約
は
不
満
足
で
物

ロ
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
不
完
全
性
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ハーグ証拠収集条約について(下．完）

本
条
約
の
解
釈
・
適
用
に
つ
い
て
議
論
の
あ
る
部
分
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
言
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
以
下

で
は
、
若
干
細
か
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
条
約
に
つ
い
て
敢
え
て
批
判
的
な
立
場
か
ら
分
析
し
て
み
た
な
ら
ば
指
摘
さ

れ
得
る
種
々
の
問
題
点
な
い
し
課
題
に
つ
い
て
、
と
り
と
め
を
欠
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
掲
げ
て
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
条
約
作
成
過
程
で

は
議
論
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
条
約
か
ら
排
除
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
く
。

⑪
特
定
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
を
求
め
る
要
一
璽
冒
の
実
施
拒
否

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
の
よ
う
に
、
非
常
に
広
範
な
特
定
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
を
求
め
る
要
一
頭
管
が
送
付
さ
れ
て
き
た

場
合
、
こ
の
実
施
を
拒
否
で
き
る
か
。
一
一
三
条
に
あ
た
る
も
の
な
ら
、
前
述
一
一
、
③
で
見
た
よ
う
に
、
不
特
定
な
も
の
を
排
除
す
る
宣
一
一
一
一
口

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
も
含
め
て
へ
よ
り
機
能
性
を
重
視
し
た
国
家
管
轄
権
理
論

の
進
化
に
よ
る
国
際
的
な
ル
１
ル
化
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
積
極
的
に
解
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
旧
来
の
司

法
共
助
制
度
で
は
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
対
応
で
き
ず
、
国
内
証
拠
収
集
手
続
法
の
直
接
的
適
用
に
よ
る
手
法
も
一
定
程
度
認
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
強
制
力
（
特
に
直
接
的
な
も
の
）
の
行
使
な
ど
、
や
は
り
実
施
地
国
の
主
権
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
あ
る
以
上
、
最
終
的
に
は
条
約
等
に
よ
る
国
際
司
法
共
助
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
と
き
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら

（
皿
）

の
諸
制
度
・
諸
手
段
の
調
和
あ
る
赴
く
存
、
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
証
拠
収
集
条
約
の
排
他
性
の
問
題
な
い
し
は
合
衆
国
の
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
の
不

完
全
性
を
考
え
て
み
る
と
、
従
来
の
よ
う
に
こ
れ
を
強
調
し
す
ぎ
ず
、
あ
ら
た
な
国
際
司
法
共
助
の
枠
組
み
作
り
へ
向
け
て
の
過
渡
期
と

し
て
の
意
義
を
認
め
る
の
が
賢
明
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

口
実
務
上
生
じ
得
る
種
々
の
問
題
点
及
び
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項
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論
②
強
制
方
法

証
拠
収
集
の
た
め
の
強
制
手
段
に
つ
い
て
は
、
受
託
国
な
い
し
は
実
施
地
国
の
法
律
が
基
準
と
な
る
（
一
○
条
及
び
一
八
条
二
項
）
。
こ

の
点
、
こ
れ
ら
の
定
め
る
強
制
手
段
が
、
そ
の
種
類
、
条
件
、
手
続
等
に
関
し
て
嘱
託
国
な
い
し
は
裁
判
係
属
国
（
法
廷
地
国
）
の
も
の

に
比
べ
て
弱
い
場
合
、
当
該
証
拠
を
必
要
と
し
て
い
る
嘱
託
国
・
裁
判
係
属
国
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
不
満
足
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
仮
に
こ
の
点
を
強
調
す
る
と
、
自
国
の
証
拠
収
集
手
続
法
を
域
外
適
用
し
て

自
国
法
秩
序
か
ら
見
て
相
当
と
定

（
川
）

め
ら
れ
て
い
る
強
制
方
法
を
確
保
し
た
い
と
い
う
傾
向
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
。

説
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
一
般
に
一
二
条
一
項
ｂ
の
公
序
条
項
と
し
て
の
機
能
を
全
面
に
出
し
て
実
施
拒
否
で
き
る
と

本
条
約
は
二
条
及
び
一
一
一
条
ｅ
に
あ
る
よ
う
に
八
基
本
的
に
受
託
国
（
実
施
地
国
）
法
と
嘱
託
国
（
裁
判
係
属
国
）
法
の
両
方
の
証
一
一
一
一
百

拒
絶
権
を
証
人
に
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
嘱
託
国
な
い
し
は
裁
判
係
属
国
が
、
自
国
裁
判
所
に
お
け
る
証
人
尋
問
に
つ
い
て
「
手
続

は
法
廷
地
法
に
よ
る
」
と
の
大
原
則
か
ら
、
抵
触
法
上
、
自
国
（
法
廷
地
）
法
の
証
言
拒
絶
権
し
か
認
め
な
い
場
合
、
条
約
の
こ
の
立
場

は
証
拠
を
手
に
入
れ
に
く
く
す
る
だ
け
と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
国
か
ら
見
て
予
想
外
に
広
い
証
言
拒
絶

権
を
受
託
国
な
い
し
は
実
施
地
国
が
認
め
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
っ
の
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
外
国
に

い
る
証
人
に
つ
い
て
、
条
約
に
よ
る
司
法
共
助
で
な
く
、
自
国
に
呼
び
寄
せ
て
自
国
裁
判
所
で
尋
問
を
行
え
ば
よ
い
、
と
の
考
え
に
っ
な

が
り
や
す
い
。

③
秘
密
垣

（
胴
）

の
見
解
糸
口
あ
る
。

七
条
の
関
係
当
事
者
及
び
そ
の
代
理
人
立
会
い
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
嘱
託
当
局
に
よ
り
要
求
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
事
者
等
に

③
証
拠
提
出
の
拒
絶
特
権

秘
密
保
護
と
相
手
方
当
事
者
の
立
会
い
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は
く
嘱
託
事
項
の
実
施
に
立
ち
会
う
権
利
が
本
条
約
上
特
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
を
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
点
で
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
の
は
、
近
時
わ
が
国
で
も
議
論
が
活
発
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
営
業
秘
密
の
保
護
な
ど
と
絡

ん
で
、
（
相
手
方
）
当
事
者
の
立
会
い
を
排
除
し
て
両
当
事
者
の
弁
護
士
（
及
び
裁
判
官
）
の
間
だ
け
で
行
わ
れ
る
形
式
の
証
拠
収
集
な
い

し
は
取
調
べ
手
続
き
と
の
関
係
で
あ
る
。
本
条
の
趣
旨
が
先
の
見
解
の
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
非
公
開
制
度
を
採
用

し
て
い
る
受
託
国
は
自
国
国
内
手
続
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
の
立
会
い
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
七
条
は
か
よ
う

な
権
限
を
当
事
者
に
無
条
件
で
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
秘
密
保
護
に
つ
い
て
は
実
施
地
で
あ
る
受
託
国
の
手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
（
受

託
国
法
の
原
則
。
九
条
一
項
）
、
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑤
証
拠
収
集
の
た
め
に
訪
れ
た
証
人
に
対
す
る
逮
捕
又
は
訴
状
等
の
送
達
の
免
除
特
権

自
国
外
に
い
る
証
人
の
尋
問
を
受
託
国
が
嘱
託
国
か
ら
要
請
さ
れ
、
受
託
国
が
こ
の
証
人
を
外
国
か
ら
呼
び
寄
せ
て
自
国
内
で
尋
問
を

１
行
う
、
と
い
う
特
異
な
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
、
こ
の
証
人
は
受
託
国
に
お
い
て
逮
捕
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
訴
状
等
の
送
達
を

一
元柄
受
け
な
い
こ
と
、
と
い
う
二
点
で
の
免
除
特
権
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
議
論
が
作
成
過
程
で
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

刺
の
よ
う
な
内
容
の
嘱
託
は
ご
く
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
問
題
は
基
本
的
に
は
受
託
国
の
国
内
法
の
管
轄
事
項
で
あ
る
こ
と

非
を
理
由
に
、
本
条
約
の
範
囲
外
と
さ
れ
て
い
る
。

識洲約怖艫梛川鰯雲Ⅱ禦灘脳鮒繍領事官または三シシ薑ナ「による
》地国による強制力行使がない場合には、当鬮麺が当事者尋問に出頭しなかったり証拠提出を拒否したりしても、この
グ
こ
と
か
ら
こ
の
者
は
刑
罰
又
は
訴
訟
上
の
不
利
益
（
不
利
な
事
実
の
認
定
や
敗
訴
等
）
を
課
さ
れ
な
い
。
」
と
い
う
内
容
の
条
文
の
追
加
を
提

一
案
し
寧
こ
の
デ
ｙ
マ
ー
ク
提
案
の
背
景
に
は
、
領
事
等
の
面
前
で
の
証
拠
提
出
は
全
て
自
発
的
で
あ
る
べ
き
で
、
い
か
な
る
強
制
力
も
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説
１
１
１
直
接
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
間
接
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
川
嶺
ｌ
Ｌ
ｈ
使
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
の
認
識
が
あ
鯛
←

こ
れ
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
、
（
裁
判
係
属
国
の
）
裁
判
官
は
出
頭
拒
否
や
提
出
拒
否
か
ら
自
己
の
心
証
上

論
の
推
論
を
導
き
出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
証
拠
提
出
の
拒
否
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

与
え
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
基
本
的
に
各
締
約
国
の
国
内
法
の
管
轄
事
項
、
す
な
わ
ち
裁
判
係
属
国
の
裁
判
手
続
運
営
上
の
事
柄

で
あ
っ
て
、
条
約
が
規
律
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
考
察
を
経
て
、
曰
本
は
ど
う
す
べ
き
か
。
曰
本
の
証
拠
共
助
煙
受
託
が
年
に
一
○
件
ほ
ど
、
嘱
託
が
年
に
あ
る
か
な

（
棚
）

（
剛
）

い
か
と
い
う
状
況
で
、
相
手
国
の
半
数
は
ア
メ
リ
カ
〈
ロ
衆
国
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
関
係
で
は
、
日

米
領
事
条
約
に
基
づ
く
任
意
的
な
証
言
録
取
や
こ
れ
ら
に
よ
ら
な
い
非
公
式
的
な
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
が
、
曰
本
国
内
で
相
当
数
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
非
公
式
的
な
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
阻
止
す
る
た
め
に
証
拠
収
集
条
約
の
批
准
を
考
え
る
こ
と
は
、
排
他
性
の
議
論

（
前
述
五
参
照
）
で
見
た
よ
う
に
必
ず
し
も
効
果
的
で
な
い
。
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
証
拠
共
助
の
必
要
度
は
ど
う
も
高
い
と
は
言
え
ず
、

い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
証
拠
収
集
条
約
を
批
准
す
る
実
益
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

、
証
拠
収
集
に
関
す
る
刑
事
罰

証
人
が
出
頭
〈
史
而
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
尋
問
の
場
に
お
い
て
偽
証
を
し
た
り
し
た
帽
砿
馳
刑
罰
を
科
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、

そ
の
際
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
は
ど
こ
の
国
の
刑
罰
法
規
か
、
に
つ
い
て
条
約
作
成
過
程
で
は
議
論
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

（
脇
）

の
問
題
は
刑
事
罰
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
国
の
刑
事
管
轄
権
（
□
の
目
］
］
三
ｍ
＆
ａ
・
口
）
に
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
本
条
約
の
規

（
剛
）

律
事
項
に
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
、
条
約
で
は
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
。

で
あ
っ
て
、
条
約
が
規
律
す
べ
き
で

、
証
拠
収
集
に
関
す
る
刑
事
罰

四
曰
本
に
よ
る
批
准
に
つ
い
て
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ハーグ証拠収集条約について（下。完）
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
と
し
て
は
結
論
的
に
一
一
一
一
二
て
、
批
准
に
つ
い
て
前
向
き
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

ま
ず
第
一
に
、
民
訴
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
の
な
ら
、
よ
り
格
段
に
進
歩
が
あ
る
証
拠
収
集
条
約
に
加
盟
し
な
い
手
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
証
拠
共
助
の
実
際
の
件
数
が
少
な
い
は
、
現
在
の
国
際
司
法
共
助
体
制
に
改
善
す
ぺ
き
点
が
あ
る
こ
と
が
一
因
か
も
し
れ
ず
、

司
法
共
助
を
通
じ
て
の
外
国
に
お
け
る
証
拠
収
集
の
潜
在
的
な
必
要
性
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
国
に
お
け

る
証
拠
の
収
集
の
必
要
性
は
間
違
い
な
く
今
後
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
民
訴
条
約
及
び
二
国
間
取
極
を
基
本
と
す
る
共
助
体
制

を
拡
充
す
る
手
段
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
と
で
は
、
証
拠
収
集
条
約
を
適
用
す
る
上
で
そ
れ
ほ
ど
の
摩

擦
は
な
く
、
十
分
な
成
果
を
発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
。
証
拠
収
集
条
約
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
合
衆
国
と
の
国
際
司
法
摩
擦
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
が
、
他
の
国
々
と
の
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
く
機
能
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
第
三
に
、
確
か
に
ア
メ
リ
カ
の
域
外
的
デ
ィ

ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
対
す
る
特
効
薬
と
は
な
ら
な
い
が
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
と
同
じ
土
俵
に
あ
が
っ
た
上
で
、
二
国
間
条
約
な
り
、
新
た

な
策
を
考
え
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
証
拠
収
集
条
約
は
、
将
来
の
さ
ら
な
る
証
拠
共
助
体
制
の
発
展
に
向
け

て
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
役
立
て
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

批
准
す
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
留
保
・
宣
言
を
行
う
か
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
で
き
る
だ
け
寛
大
な
司
法
共
助
を
目
指
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
ず
、
四
条
二
項
に
あ
る
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
近
い
将
来

に
向
け
て
少
な
く
と
も
英
語
の
要
請
書
は
受
理
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
も
含
め
て
施
設
及
び
人
員
の
整
備
に
つ
い
て
努
力
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
八
条
の
裁
判
官
の
立
会
い
は
条
件
付
で
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
の
領
事
等
に
よ
る
証
拠

収
集
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
効
用
が
高
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
適
宜
必
要
な
監
督
が
で
き
る
体
制
を
と
っ
た
上
で
、
間
口
を
広
く
し
て
お

け
ば
い
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
進
行
中
の
民
訴
改
正
で
、
当
事
者
照
会
制
度
、
公
証
人
の
面
前
で
の
陳
述
録
取
な
ど
、
当
事
者
主
体
の

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
的
な
制
度
の
導
入
の
是
否
も
一
定
程
度
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
機
動
性
の
あ
る
手
続
も
あ
る
程
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説
度
受
け
入
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
三
条
の
文
書
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
特
》
定

さ
れ
た
も
の
な
ら
認
め
て
も
実
害
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
一
一
一
一
条
の
宣
言
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
が
合
衆
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
利
益
衡
量

論
に
微
妙
に
影
響
を
与
え
、
証
拠
収
』
零
条
約
の
優
先
適
用
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
証
拠
』
収
集
条
約
を
批
准
す
る
際
に
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
六
四
条
一
一
項
を
改
正
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
民
訴
法
二
六
四
条
一
一
項
の
趣
旨
は
、
国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
原
則
に
従
っ
て
外
国
法
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
は
ず
の
証
拠
調
べ
が
何

ら
か
の
原
因
で
た
ま
た
ま
当
該
外
国
法
上
不
適
法
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
わ
が
国
の
民
訴
法
に
合
致
す
る
限
り
に
お
い
て

な
お
そ
の
効
力
を
認
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
外
国
法
の
違
背
を
積
極
的
に
試
み
て
も
よ
い
と
す
る
こ
と
に
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
規
定
の
文
言
上
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
前
者
の
意
味
に
は
と
り
に
く
く
、
後
者
の
趣
旨
の
よ
う
な
観
を
呈
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
証
拠
収
集
条
約
で
は
、
九
条
、
二
一
条
ａ
及
び
ｄ
等
に
お
い
て
受
託
国
な
い
し
実
施
地
国
の
法
規
の
原
則
的

遵
守
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
も
文
一
一
一
一
口
に
修
正
を
施
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。一江（
皿
）
本
文
の
立
場
は
、
何
も
ア
メ
リ
カ
の
域
外
的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
を
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
域
外

的
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
広
範
性
及
び
制
裁
の
強
力
性
に
お
い
て
他
国
で
も
類
を
見
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
内
証

拠
収
集
手
続
法
の
直
接
的
適
用
に
よ
る
手
法
を
一
定
程
度
認
め
て
い
く
上
で
、
こ
の
二
点
に
関
し
て
国
際
的
に
許
容
で
き
う
る
範
囲
を
設
定
す

（
川
）
柏
木
邦
良
「
民
事
・
商
事
事
件
の
外
国
に
お
け
る
証
拠
調
に
関
す
る
条
約
（
下
）
ｌ
通
称
ハ
ー
グ
証
拠
調
条
約
－
Ｊ
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○

六
七
号
一
○
一
頁
（
一
九
九
五
年
）
参
照
。

る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
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グー、〆－，

１８３１８２
、－〆、＝〆

（
刑
）
⑮
言
冴
‐
ご
ミ
ミ
ニ
）
．
ぬ
い
愚
冒
ロ
・
訂
忌
》
』
窪
‐
屋
、
．

（
伽
）
団
蓮
冒
§
ど
こ
記
８
．
具
の
愚
冒
ロ
・
【
の
勗
皀
①
．

（
皿
）
証
拠
収
集
の
対
象
者
が
当
事
者
で
な
い
単
な
る
証
人
の
場
合
、
理
論
的
に
は
、
領
事
等
の
面
前
へ
の
出
頭
拒
否
が
裁
判
係
属
（
法
廷
地
）
国

に
お
い
て
裁
判
所
侮
辱
に
あ
た
り
、
も
し
こ
の
証
人
が
こ
の
国
の
領
域
内
に
入
っ
て
き
た
と
き
は
当
該
国
が
こ
れ
を
罰
す
る
、
と
い
う
こ
と
も

あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
証
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
裁
に
よ
る
威
嚇
と
い
う
側
面
は
証
拠
収
集
の
段
階
に

お
い
て
は
現
実
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
く
、
そ
れ
ほ
ど
実
際
的
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
部
分
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
よ
り
実

際
的
で
重
要
な
の
は
証
拠
収
集
の
対
象
者
が
訴
訟
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
と
き
、
当
事
者
は
自
己
の
事
件
の
係
属
す
る
裁
判
所

に
お
い
て
刑
罰
や
訴
訟
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
相
手
方
主
張
事
実
の
認
定
や
敗
訴
）
を
課
さ
れ
得
る
。
条
約
作
成
過
程
に
お
い
て
も
、
特
に
当

事
者
に
よ
る
領
事
等
の
面
前
で
の
証
拠
提
出
拒
否
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
⑮
ｓ
（
爵
‐
ご
亀
冒
【
之
・
・
旨
、
い
§
ミ
ロ
・
庁
の
己
屋
垣
‐
〕
、
Ｐ

戸口、〆■、グー、〆■、〆■、

１７８１７７１７６１７５１７４
、‐〆、－〆、￣、、〆、－〆

強
制
方
法
の
う
ち
、
証
拠
提
出
拒
否
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
相
手
方
主
張
事
実
を
真
実
と
見
な
す
と
か
、
と
き
に
は
敗
訴
さ
せ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
と
か
の
形
で
威
嚇
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
間
接
的
に
強
制
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
に
関
し
て
、
現
在
、
国
際
法
上
の
執
行
管
轄
権

の
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
な
規
律
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
任
意
の
も
の
だ
と
い
い
な
が
ら
、
実
は
こ
の
よ
う
な
制
裁

が
背
後
に
隠
れ
て
い
る
の
な
ら
、
結
局
強
制
さ
れ
て
い
る
の
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
の
運
用
に
関
す
る
特
別
委

員
会
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
量
題
忽
囚
量
ｇ
ミ
ミ
爵
薑
ｍ
ｅ
・
輿
の
愚
冒
口
・
前
田
》
恵
一
．

い
で
あ
る
ア
ブ
。

』
【
男
］
《
Ｃ
Ｏ

前
注
（
門
）
参
照
。
．

例
え
ば
、
田
邊
誠
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
秘
密
保
護
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
二
八
号
九
二
九
六
頁
（
一
九
九
三
年
）
参
照
。

競
争
関
係
に
あ
る
嘱
託
国
企
業
と
受
託
国
企
業
の
間
で
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
こ
の
問
題
は
先
鋭
化
す
る
。

本
文
の
よ
う
な
解
釈
が
無
理
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
施
拒
否
事
由
を
定
め
る
一
二
条
一
項
ｂ
を
「
柔
軟
に
」
解
釈
・
適
用
す
る
し
か
な

前
注
（
肌
）
参
照
。

3３（熊法87号'96）



論 説

外
国
に
お
け
る
証
拠
の
収
集
も
、
か
っ
て
の
ご
く
稀
な
現
象
と
い
う
認
識
か
ら
の
変
革
を
迫
ら
れ
る
時
代
が
到
来
な
い
し
は
近
く
ま
で

来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
わ
が
国
の
将
来
に
お
け
る
法
制
度
と
の
関
係
で
、
ハ
ー
グ
証

必
要
に
な
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。

経
済
の
面
だ
け
で
な
く
、
社
会
生
活
関
係
に
お
い
て
も
国
家
と
国
家
の
地
理
的
な
隔
た
り
と
い
っ
た
も
の
が
確
実
に
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
・
経
済
的
生
活
関
係
に
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
は
様
々
な
分
野
に
及
び
、
こ
の
よ
う
な
国
際
化
へ
の
対
応
は
私
法
・

公
法
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
で
多
か
れ
少
な
か
れ
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
こ
の
国
際
性
の
考
慮
・
配
慮
が

（
唖
作
成
過
程
で
は
、
外
交
官
・
領
事
官
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る
証
人
尋
問
に
お
い
て
、
証
人
が
偽
証
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
主
と
し
て

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法
で
は
、
た
と
え
外
国
に
お
け
る
領
事
等
の
面
前
で
の
偽
証
で
あ
っ
て
も
、
証
人
が
合

衆
国
市
民
な
ら
ば
偽
証
罪
に
問
疑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
。
ｓ
〔
爵
１
局
ご
貝
』
さ
・
ぬ
②
愚
冒
ロ
・
肩
国
】
韻
・

（
Ⅷ
）
嘱
託
国
と
受
託
国
の
双
方
の
管
轄
権
が
問
題
に
な
り
得
る
。
曇
閉
忽
⑯
へ
量
Ｓ
言
言
冨
言
記
＆
貝
の
曇
冒
二
の
唇
『
②
．
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
嘱
託
国
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。

（
Ｗ
）
向
懲
冒
冒
ご
道
閃
嘗
具
の
琶
冒
ロ
・
庁
の
］
ｍ
》
臣
③
。

（
Ⅲ
）
『
民
事
事
件
に
関
す
る
国
際
司
法
共
助
手
続
の
手
引
（
新
版
）
』
・
前
注
（
伽
）
二
五
三
頁
参
照
。

面
）
寺
田
・
前
注
（
６
）
七
○
頁
以
下
参
照

グー、〆へ

１８５１８４
、－〆、＝〆七

終
わ
り
に

容
量
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ハーグ証拠収集条約について（下．完）
拠
収
集
条
約
を
検
討
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
境
を
越
え
た
人
及
び
物
・
サ
ー
ビ
ス
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う
生
活
関
係
、
ま

た
、
相
互
依
存
が
進
展
す
る
主
権
国
家
関
係
に
お
い
て
、
外
国
に
所
在
す
る
証
拠
を
裁
判
手
続
に
お
い
て
利
用
す
る
た
め
に
収
集
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
国
際
私
法
・
国
際
民
事
訴
訟
法
上
、
及
び
、
国
際
法
上
、
い
か
な
る
重
要
性
・
意
味
を
有
し
、
い
か
な
る
問
題
を
提
起
す

る
の
か
、
そ
の
姿
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
基
本
的
な
問
題
意
識
と
の
関
係
で
は
、
単
に
条
約
に
基
づ
く
国
家
間
の
司
法
共

助
と
い
う
観
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
国
家
管
轄
権
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
に
あ
る
証
拠
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
自
国
手
続
法
の
直
接
的
・
域
外
的
適
用
は
ｖ
国
際
法
上
の
立
法
、
裁
判
及
び
執
行
に
関
す
る
国
家
管
轄
権
の
行
使
と

し
て
ど
の
程
度
ま
で
正
当
性
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
、
外
国
に
お
け
る
証
拠
の
収
集
の
問
題
が
全
般
的
に
解
決
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
厳
密
に
探
求
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
別
の
機
会
に
臨
み
た
い
。

後
記
ラ
ト
ビ
ア
が
昨
年
一
九
九
五
年
の
一
一
一
月
一
一
八
日
に
加
入
し
、
当
該
国
に
お
い
て
同
年
五
月
一
一
七
日
に
発
効
し
た
。
旨
さ
目
呂
・
ｐ
８
ｐ
Ｏ
の
日
］
信

号
の
西
口
空
の
８
弓
の
三
・
口
・
ロ
勺
『
一
三
の
三
の
日
昌
・
目
］
巨
員
邑
二
自
問
国
吟
６
身
ロ
ー
据
辱
冒
国
『
】
》
三
（
二
Ｊ
）
・
責
一
一
一
一
口
・
留
保
等
に

つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
は
未
入
手
で
あ
る
。

3５（熊法87号'96〉
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